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冒
頭
︑
国
交
省
の
岡
野
ま

さ
子
大
臣
官
房
総
括
審
議
官

は
︑
運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
制
度
に
つ
い
て
触
れ
︑

﹁
約
50
年
に
わ
た
っ
て
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
業
界
が
輸
送
の

安
全
確
保
︑
運
送
事
業
の
適

正
化
︑
労
働
環
境
の
改
善
等

に
取
り
組
む
た
め
の
財
源
と

な
っ
て
き
た
必
要
不
可
欠
な

制
度
で
︑
極
め
て
重
要
な
も

の
だ
と
考
え
る
︒
こ
の
交
付

金
に
つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
方
︑
労

働
組
合
の
皆
様
方
の
強
力
な

働
き
か
け
に
よ
り
︑
維
持
す

る
方
向
で
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
︑
国
交

省
と
し
て
も
︑
総
務
省
等
の

関
係
省
庁
と
し
っ
か
り
と
連

携
し
な
が
ら
適
切
に
対
処
し

て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
寺
岡
全
ト
協
会
長

は
︑﹁
お
か
げ
さ
ま
で
︑
12

月
15
日
に
︑
議
員
立
法
で
運

輸
事
業
振
興
助
成
法
の
一
部

改
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
︒
来
年
の
通
常
国
会

で
こ
れ
を
成
立
さ
せ
る
べ
く

取
り
組
ん
で
い
く
︒
全
ト
協

が
﹃
国
民
生
活
と
経
済
活
動

を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
﹄
と
し
て
の
責
務
を

し
っ
か
り
と
来
年
以
降
も
果

た
し
て
い
け
る
よ
う
︑
精
一

杯
努
力
し
て
い
く
﹂
と
あ
い

さ
つ
︒
交
通
労
連
の
織
田
正

弘
中
央
執
行
委
員
長
は
︑﹁
せ

っ
か
く
新
た
な
法
律
・
制
度

を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
︑

私
ど
も
労
働
組
合
と
し
て

は
︑
本
日
の
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
場
で
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
︑
会
社

と
と
も
に
労
使
一
体
と
な
っ

て
︑
し
っ
か
り
と
国
内
の
輸

送
需
要
に
応
え
た
上
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
﹂
と

述
べ
た
︒

　

懇
談
で
は
ま
ず
︑
国
交
省

物
流
・
自
動
車
局
の
三
輪
田

優
子
貨
物
流
通
事
業
課
長
が
︑

﹁
改
正
物
流
法
﹂
や
﹁
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
二
法
﹂
へ
の
対

応
状
況
や
︑
運
輸
事
業
振
興

助
成
交
付
金
制
度
の
維
持
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
報
告
︒
続
い
て
︑
運
輸

労
連
の
入
倉
裕
介
中
央
書
記

次
長
（
産
業
政
策
部
長
）︑

交
通
労
連
の
貫
正
和
ト
ラ
ッ

ク
部
会
事
務
局
長
︑
建
交
労

の
鈴
木
正
明
全
国
ト
ラ
ッ
ク

部
会
事
務
局
長
が
︑
各
労
働

組
合
の
意
見
を
説
明
し
︑
そ

れ
を
受
け
て
国
交
省
・
全
ト

協
が
回
答
︒
そ
の
後
︑
政
労

使
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
労
働
組

合
を
代
表
し
︑
運
輸
労
連
の

成
田
幸
隆
中
央
執
行
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
︒
続
い
て
︑
小

林
和
男
全
ト
協
副
会
長
が

﹁
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展

と
︑
社
会
的
地
位
の
向
上
と

い
う
目
標
は
同
じ
︒
今
後
一

層
︑
政
労
使
で
協
力
し
て
諸

課
題
に
取
り
組
み
︑
成
果
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
﹂
と
閉
会
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
︒

　
政
労
使
が
一
堂
に
会
す
る
第
54
回「
物
流
政
策
懇
談
会
」

が
12
月
22
日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
開
催
さ
れ
た
。

　
国
土
交
通
省
、
労
働
関
係
団
体
【
全
日
本
運
輸
産
業
労

働
組
合
連
合
会
（
運
輸
労
連
）、
全
国
交
通
運
輸
労
働
組

合
総
連
合
（
交
通
労
連
）、
全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働

組
合
（
建
交
労
）】、
全
ト
協
が
、「
改
正
物
流
法
」
や
「
ト

ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
」
へ
の
対
応
、
運
輸
事
業
振
興
助
成

交
付
金
の
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　
全
ト
協
か
ら
は
、
寺
岡
洋
一
会
長
の
ほ
か
、
小
林
和
男

副
会
長
（
総
務
委
員
長
）、
馬
渡
雅
敏
副
会
長
（
物
流
政

策
委
員
長
）、
水
野
功
副
会
長
（
税
制
委
員
長
）
が
出
席

し
た
。

　

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付

金
は
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

公
共
性
に
配
慮
し
︑
輸
送
力

の
確
保
︑
輸
送
コ
ス
ト
の
抑

制
等
の
図
る
た
め
の
施
策
を

講
ず
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和

51
年
に
創
設
さ
れ
︑
国
民
生

活
の
安
定
向
上
︑
経
済
社
会

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
︒

一
方
で
︑
軽
油
引
取
税
の
暫

定
税
率
廃
止
に
伴
い
︑
同
交

付
金
の
交
付
根
拠
が
失
わ
れ

る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
︑

全
ト
協
で
は
政
府
︑
与
野
党

各
会
派
に
対
し
て
同
交
付
金

制
度
の
維
持
を
強
く
働
き
か

け
て
き
た
︒

　

一
方
︑
暫
定
税
率
の
廃
止

に
つ
い
て
は
︑
７
年
11
月
に

与
野
党
６
党
が
正
式
に
合
意

し
た
が
︑
全
ト
協
か
ら
の
強

い
要
望
を
踏
ま
え
て
﹁
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
の
取

扱
い
等
の
軽
油
引
取
税
に
特

有
の
実
務
上
の
課
題
に
適
切

に
対
応
し
た
上
で
﹂
と
の
記

述
が
合
意
文
書
に
盛
り
込
ま

れ
た
︒
暫
定
税
率
廃
止
後
も

同
交
付
金
を
維
持
す
る
た
め

の
法
案
提
出
に
向
け
て
︑
与

野
党
各
会
派
に
お
い
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
き
た
︒

　

12
月
15
日
に
は
︑
国
会
内

に
加
藤
勝
信
自
由
民
主
党
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟

会
長
や
赤
羽
一
嘉
公
明
党
ト

ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
ら

が
参
集
︒
衆
議
院
の
築
山
信

彦
事
務
総
長
に
対
し
て
同
法

案
を
提
出
し
た
（
法
案
提
出

者
は
別
掲
）︒
提
出
に
あ
た

り
︑
橘
慶
一
郎
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
議
連
事
務
局
長
は
︑﹁
交

付
金
制
度
は
︑
何
ら
か
の
財

源
措
置
を
行
い
︑
残
し
て
い

く
べ
き
も
の
﹂
と
︑
法
案
提

出
の
意
義
を
強
調
︒
ま
た
︑

赤
羽
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員

懇
話
会
会
長
は
﹁
今
回
の
法

改
正
を
通
じ
て
︑
交
付
金
制

度
維
持
に
向
け
て
全
党
全
会

派
で
支
援
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
﹂
と
︑
同
交
付
金
制
度

の
維
持
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
明
確

に
し
た
︒

　

同
法
案
の
要
綱
は
別
掲
の

通
り
で
︑
現
下
の
運
輸
事
業

を
巡
る
状
況
に
鑑
み
︑
13
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
に

わ
た
り
︑
引
き
続
き
同
交
付

金
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

臨
時
国
会
は
12
月
17
日
に

会
期
末
を
迎
え
た
が
︑
同
法

案
は
継
続
審
査
と
な
り
︑
次

期
通
常
国
会
で
成
立
を
目
指

す
こ
と
と
な
る
︒

「運輸事業の振興の助成に関する法律の
一部を改正する法律案」提出者

橘慶一郎　衆議院議員（自民）
宮内秀樹　衆議院議員（自民）
重徳和彦　衆議院議員（立憲）
梅村聡　　衆議院議員（維新）
古川元久　衆議院議員（国民）
赤羽一嘉　衆議院議員（公明）
たがや亮 　衆議院議員（れいわ）
辰巳孝太郎衆議院議員（共産）
福島伸享　衆議院議員（有志）

運輸事業の振興の助成に関する法律の
一部を改正する法律案要綱

1. 現下の軽油を燃料とする自動車を用いて行われる運輸事業をめぐる
状況に鑑み、引き続き、運輸事業振興助成交付金を交付するもの
とする。（第 1 条関係）

2. 運輸事業の振興の助成に関する法律は、令和 13 年 3 月31 日限
り、その効力を失うものとするほか、所要の経過措置を設ける。（制
定法附則第 2 項及び第 3 項関係）

3.この法律は、令和 8 年 4 月1 日から施行する。（改正法附則関係）

（詳細２面）

国土交通省

　
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
廃
止
後
も
、

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
制
度
を
維
持

す
る
た
め
、「
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」（
運
輸
事
業
振
興
助
成
法
改
正
案
）が
、

12
月
15
日
に
与
野
党
８
会
派
共
同
で
衆
議

院
に
提
出
さ
れ
た
。

　
同
交
付
金
制
度
の
維
持
は
、
軽
油
引
取

税
の
暫
定
税
率
廃
止
と
と
も
に
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
政
府
、
与
野
党
各
会
派

に
対
し
て
強
く
要
望
を
行
っ
て
い
た
も

の
。
同
法
案
が
可
決
・
成
立
す
れ
ば
、
令

和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
、
同
交

付
金
制
度
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
与
野
党
各
会
派
で
は
、
来
年
の
通
常
国

会
で
の
同
法
案
の
可
決
・
成
立
を
目
指
す

こ
と
に
し
て
い
る
。

「
適
正
原
価
に
関
す
る
実
態
調
査
」
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
！

法案提出には与野党各会派から多くの国会議員が参席した（12月15日、衆議院）

林芳正総務大臣を表敬訪問。左から上野賢一郎厚生労働大臣、重田雅史全ト協理事長、林総務大
臣、坂本克己全ト協最高顧問、松崎宏則全ト協専務理事（12月23日、総務省）

政労使が一堂に会した第54回「物流政策懇談会」（12月22日、全ト協）

岡野　まさ子
国交省大臣官房総括審議官

寺岡　洋一
全ト協会長

成田　幸隆
運輸労連中央執行委員長

足立　浩
建交労中央執行委員長

織田　正弘
交通労連中央執行委員長

小林　和男
全ト協副会長

運輸事業振興助成交付金制度維持へ 一気に加速!!
交付金法改正案 全会一致のもと衆議院に提出

全事業者対象

政労使
3 3 3

が結束!! 持続的かつ健全な発展のため!!
「トラック適正化二法」施行  「運輸事業振興助成交付金」維持

第第
5454
回
「
物
流
政
策
懇
談
会
」
を
開
催

回
「
物
流
政
策
懇
談
会
」
を
開
催

次
期
通
常
国
会
で
成
立
目
指
す
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～徐行編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�徐行とは、時速20キロ以下で進行することをいう。（ ○・× ）

❷	�許可を受けて歩行者用道路を通行するときは、歩行者がいなくても
徐行しなければならない。（ ○・× ）

❸	�安全地帯のない停留所に停車中の路面電車の左側を通過するとき、
停留所に乗降客がなく、1.5メートル以上の間隔があるときは徐行し
なくてもよい。（ ○・× ）

❹	�児童や幼児の乗車のために対向車線に停車している通学バスの側方
を通過するときは徐行しなくてもよい。（ ○・× ）

❺	�白や黄のつえを持った人が歩いている場合には、一時停止か徐行を
して安全に通れるようにしなければならない。（ ○・× ）

（解答は7面）

間
帯
条
件
の
更
な
る
緩
和
︑

②
特
殊
車
両
通
行
確
認
制
度

の
利
便
性
確
保
お
よ
び
特
殊

車
両
通
行
許
可
申
請
手
続
き

の
簡
素
化
等
︱
︱
に
つ
い
て

要
望
を
行
っ
た
︒

　

当
日
は
全
ト
協
か
ら
︑
内

宮
昌
利
重
量
部
会
長
︑
宮
地

高
照
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
長
︑

三
村
文
雄
鉄
鋼
部
会
長
が
出

席
し
︑
沓
掛
道
路
局
長
に
対

し
て
要
望
書
を
手
渡
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
内
宮
部
会
長
︑

宮
地
部
会
長
︑
三
村
部
会
長

は
︑
道
路
局
道
路
交
通
管
理

課
と
︑
要
望
内
容
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
か
ら

の
共
同
政
策
要
請
書
を
受
理

労
使
の
連
携
さ
ら
に
強
化

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
22
日
︑
全
日
本
運
輸
産

業
労
働
組
合
連
合
会
（
運
輸

労
連
）
と
全
国
交
通
運
輸
労

働
組
合
総
連
合（
交
通
労
連
）

か
ら
の
共
同
政
策
要
請
書

﹁
２
０
２
６
年
度
交
通
運
輸

政
策
に
関
す
る
要
請
書
﹂
を

受
理
し
た
︒

　

開
会
と
と
も
に
︑
交
通
労

連
の
織
田
正
弘
中
央
執
行
委

員
長
と
運
輸
労
連
の
成
田
幸

隆
中
央
執
行
委
員
長
が
︑
全

ト
協
の
重
田
雅
史
理
事
長
に

共
同
政
策
要
請
書
を
提
出
︒

織
田
中
央
執
行
委
員
長
・
重

田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
︑
運
輸
労
連
の
入
倉
裕
介

中
央
書
記
次
長
（
産
業
政
策

部
長
）
が
︑
①
﹁
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
﹂
へ
の
対
応
︑

②
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質

の
向
上
へ
の
取
り
組
み
︱
︱

な
ど
全
11
項
目
の
要
請
に
つ

い
て
趣
旨
を
説
明
︒
そ
れ
を

受
け
︑
全
ト
協
執
行
部
が
各

項
目
に
つ
い
て
回
答
し
た
後
︑

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
運
輸
労

連
の
成
田
中
央
執
行
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
︑
労
使
一
体

と
な
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
労
働
環
境
改
善
等
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
︒

７
２
２
７
事
業
所
を
認
定

２
０
２
５
年
度

貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
事
業

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12

月
16
日
︑２
０
２
５
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
評
価
を
決
定
し
︑

新
規
・
更
新
を
合
わ
せ
た
申

請
事
業
所
７
５
０
４
事
業
所

の
う
ち
︑
７
２
２
７
事
業
所

を
認
定
し
た
︒

　

今
年
度
の
認
定
事
業
所
の

内
訳
は
︑
新
規
申
請
が
１
２

２
０
事
業
所
︑
初
回
~
５
回

目
の
更
新
申
請
が
計
６
０
０

７
事
業
所
︒
２
０
２
１
~
２
０

２
４
年
度
に
認
定
し
た
２
万

１
９
８
３
事
業
所
（
12
月
16

日
現
在
︑
２
０
２
５
年
度
の

更
新
申
請
事
業
所
を
除
く
）

と
合
わ
せ
て
︑
安
全
性
優
良

事
業
所
は
２
万
９
２
１
０
事

業
所
と
な
っ
た
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
は
︑
新

規
事
業
所
は
２
年
間
︑
初
回

更
新
事
業
所
は
３
年
間
︑
２

~
５
回
目
の
更
新
事
業
所
は

４
年
間
︒
今
回
の
認
定
に
よ

り
︑安
全
性
優
良
事
業
所
は
︑

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

所
数
８
万
４
９
５
４
事
業
所

（
７
年
12
月
１
日
現
在
）
の

34
・
４
％
に
相
当
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
所
の
３
割
強

が
安
全
性
優
良
事
業
所
と
な

っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
後
も
引

き
続
き
認
定
事
業
所
の
一
層

の
拡
大
に
向
け
︑
荷
主
お
よ

び
一
般
に
対
す
る
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
の
周
知
︑
認
定
事
業
所

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡
充
︑

巡
回
指
導
時
に
お
け
る
普
及

促
進
等
に
努
め
て
い
く
︒

42
事
業
者
を
認
定

２
０
２
５
年
度
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
17
日
︑﹁
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心

マ
ー
ク
）﹂
の
２
０
２
５
年
度

認
定
事
業
者
を
発
表
し
た
︒

　

今
年
度
は
︑
引
越
サ
ー
ビ

ス
名
称
単
位
で
申
請
総
数
43

事
業
者
の
う
ち
︑
42
事
業
者

を
認
定
︒
認
定
事
業
者
の
内

訳
は
︑新
規
認
定
７
事
業
者
︑

更
新
認
定
35
事
業
者
で
︑
認

定
の
有
効
期
間
は
２
０
２
６

年
１
月
１
日
か
ら
２
０
２
８

年
12
月
31
日
ま
で
︒

　

今
回
の
認
定
に
よ
り
︑
２

０
２
３
・
２
０
２
４
年
度
の
認

定
事
業
者
と
合
わ
せ
︑
３
４

９
事
業
者
（
１
６
７
４
事
業

所
）
が
引
越
安
心
マ
ー
ク
事

業
者
と
な
っ
た
︒

年
末
年
始
の
休
業
案
内
を
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
中

全
国
23
か
所
の

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
全
国
23
か
所
に
設
置
さ

れ
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｓ
）
の
年
末
年
始
期
間

（
12
月
26
日
㈮
~
１
月
５
日

㈪
）
の
休
業
に
関
す
る
案
内

を
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
に
掲
載

し
︑
Ｔ
Ｓ
利
用
者
に
確
認
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

特
殊
車
両
通
行
制
度
に
関
し

て
要
望
書
を
提
出

沓
掛
道
路
局
長
に
対
し
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
24
日
︑
国
土
交
通
省
の

沓
掛
敏
夫
道
路
局
長
に
対
し

て
︑
特
殊
車
両
通
行
制
度
に

関
す
る
要
望
を
行
っ
た
︒

　

現
在
の
道
路
網
で
大
型
車

両
が
走
行
す
る
に
は
︑
特
殊

車
両
通
行
制
度
が
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
︑
そ
の
手

続
き
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

申
請
手
続
き
上
の
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
︑
付
与
条

件
を
極
力
最
小
と
す
る
た
め

に
︑
今
回
全
ト
協
で
は
︑
①

夜
間
21
時
~
６
時
の
通
行
時

◎
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
　
新
旧
対
照
表

○
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）（
抄
）

（
１
面
に
関
連
、傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改　

正　

案

現　
　

行

（
趣
旨
）

第�

一
条	

こ
の
法
律
は
、
現
下
の
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自

動
車
を
用
い
て
行
わ
れ
る
運
輸
事
業
を
め
ぐ
る
状
況
に
鑑

み
、
当
該
事
業
に
係
る
費
用
の
上
昇
の
抑
制
及
び
輸
送
力

の
確
保
に
資
し
、
も
っ
て
国
民
の
生
活
の
利
便
性
の
向
上

及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
当
分

の
間
の
措
置
と
し
て
、
当
該
事
業
の
振
興
を
助
成
す
る
た

め
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附
則

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

２�　
こ
の
法
律
は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ

の
効
力
を
失
う
。

（
経
過
措
置
）

３�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
失
効
前
に

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付

金
の
交
付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定

は
、
前
項
に
規
定
す
る
日
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

（
趣
旨
）

第�

一
条	

こ
の
法
律
は
、
軽
油
引
取
税
の
税
率
に
つ
い
て

特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自

動
車
を
用
い
て
行
わ
れ
る
運
輸
事
業
に
与
え
る
影
響
に
鑑

み
、
当
該
事
業
に
係
る
費
用
の
上
昇
の
抑
制
及
び
輸
送
力

の
確
保
に
資
し
、
も
っ
て
国
民
の
生
活
の
利
便
性
の
向
上

及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
当
分

の
間
の
措
置
と
し
て
、
当
該
事
業
の
振
興
を
助
成
す
る
た

め
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附
則

（
検
討
）

２�　
国
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

〔
新
設
〕

　

令
和
７
年
度
補
正
予
算
が

12
月
11
日
に
衆
議
院
本
会
議

で
可
決
︑
続
い
て
同
16
日
の

参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成

立
し
た
︒

　

こ
れ
ま
で
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
︑
坂
本
克
己
最

高
顧
問
を
先
頭
に
ト
ラ
ッ
ク

関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
活

動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
き

た
︒
そ
れ
を
受
け
て
︑
こ
の

た
び
の
補
正
予
算
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
も
の

と
な
っ
た
︒

　

補
正
予
算（
別
掲
）で
は
︑

次
期﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
﹂

に
基
づ
き
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
・
中
継
輸
送
等
の
地
域
の

事
業
者
間
連
携
の
促
進
︑
ラ

ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
維
持
・

確
保
︑
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

導
入
な
ど
︑
物
流
革
新
の
集

中
改
革
の
推
進
に
66
億
２
６

０
０
万
円
を
措
置
︒
ま
た
︑

平
常
時
︑
災
害
時
問
わ
ず
物

流
機
能
を
担
う
自
動
車
運
送

事
業
者
の
労
働
生
産
性
向
上

を
図
る
た
め
︑
高
速
道
路
料

金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
の

最
大
割
引
率
を
40
％
か
ら
50

％
に
拡
充
す
る
措
置
の
延
長

（
令
和
９
年
３
月
末
ま
で
）

に
77
億
７
９
０
０
万
円
を
措

置
し
た
︒
さ
ら
に
︑
生
産
性

向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
等
に
７
１
７

億
４
１
０
０
万
円
︑
国
土
強

靭
化
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
・
機
能
強
化

に
関
す
る
対
策
に
合
計
２
１

４
２
億
４
５
０
０
万
円
を
措

置
し
て
い
る
︒

トラック運送業界関係 補正予算の概要
▽�次期「総合物流施策大綱」を見据えた物流革新の

集中改革の推進� ……国費：66 億 2,600 万円
▽�高速道路料金の大口・多頻度割引の拡充措置の延

長� ……国費：77 億 7,900 万円
▽生産性向上に資する道路ネットワークの整備等
� ……国費：717 億 4,100 万円
▽�インフラ、交通、物流等の分野における安全対策

や生産性向上に資する DX 及び技術開発の推進
� ……国費：公共事業関係費 29 億 6,200 万円
� 非公共事業費 156 億 3,800 万円
▽�インフラ、交通、物流等の分野における GX の推

進等� ……国費：公共事業関係費 99 億 8,100 万円
� 非公共事業費 7 億 1,800 万円
� ……財政投融資：95 億円
▽�国土強靭化に資する道路ネットワークの整備・機

能強化に関する対策
� ……国費：公共事業関係費 2,122 億 1,400 万円
� 非公共事業費 20 億 3,100 万円

大
口
・
多
頻
度
割
引

大
口
・
多
頻
度
割
引

　

最
大
50
％
割
引
へ
の
拡
充
な
ど
実
現

令
和
７
年
度
補
正
予
算
が
可
決
・
成
立

第
50
回
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
委
員
会
」

は
︑
平
成
24
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
走
行
に
つ
い
て
︑

今
年
度
は
全
ト
協
で
新
た
に

16
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク

の
走
行
を
開
始
︒
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
実
施
し
て
継
続
走
行
し

て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
は
︑

全
ト
協
=
２
２
５
台
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
独
自
=

１
３
４
台
で
︑
計
３
５
９
台
に

達
し
た
︒

　

ま
た
︑
８
月
11
日
~
17
日

に
か
け
て
︑
全
国
２
０
５
か

所
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
フ
ー

ド
コ
ー
ト
に
お
い
て
︑
Ｇ
マ

ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
放
映
す
る

な
ど
︑
Ｇ
マ
ー
ク
普
及
の
た

め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
も

報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

12
月
15
日
︑
第
50
回
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
﹂（
委
員
長
:

野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
名

誉
教
授
）
が
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
安
全
性
優

良
事
業
所
に
係
る
認
定
の
自

主
返
納
︑
②
２
０
２
５
年
度

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

性
評
価
事
業
（
実
施
状
況
︑

申
請
事
業
所
の
評
価
）
︱
︱

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
︒

　

今
年
度
の
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
Ｐ
Ｒ

活
動
の
実
施
状
況
に
関
し
て

２
０
２
５
年
度
事
業
を審

議
・
承
認

第50回「貨物自動車運送事業安全性評価委員会」（12
月15日、全ト協）

　

坂
田
喜
信
大
阪
府
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
（
岸
本
運
送

㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
が

12
月
12
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
（
享
年
86
）︒
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

な
お
︑
告
別
式
は
12
月

20
日
に
大
阪
市
立
北
斎
場
に

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
︒

坂
田
喜
信
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
逝
去

訃
報

要望書提出後には、道路交通管理課との意見交換
を行った

左から、三村部会長、宮地部会長、沓掛道路局長、
内宮部会長（12月24日、国交省）

12月16日に開催された参議院本会議で、令和7年度補正予算が可決・成立した（参議院ホーム
ページより）

認
定
マ
ー
ク
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

「トラック運送事業の適正原価に関する実態調査」
への回答をお願いします

　令和 7 年 6 月に議員立法により貨物自動車運送事業法が改正され、トラックドライ
バーの適切な賃金の確保とトラック運送業界の質の向上を図り、持続可能な物流を実
現するため、事業許可の更新制や適正原価制度が導入されることとなりました。
　国土交通省では、事業法改正の趣旨を踏まえ、適正原価の設定にあたってトラック
運送事業者の原価構造の実態等を把握するため、同調査を実施します。
　同調査は、事業法第 60 条第 1 項および貨物自動車運送事業報告規則第 3 条に基づ
き臨時の報告を求めるものであり、回答の義務がある調査ですので、必ずご回答くだ
さい。回答期限は、ドライバン等＝令和 8 年 2 月 20 日㈮・特殊車両＝令和 8 年 2 月
27 日㈮です。
　なお、調査結果は統計的に処理し、個別事業者の情報を外部に開示することはあり
ません。安心して正確な情報をご提供ください。

※�この調査結果の具体的データを運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用する
ことはありません。「適正原価」に関する実態をありのままご回答ください。

●�令和 8 年 1 月上旬に調査票が写真で示した封筒で郵送されます。なお、特殊車両を
保有する事業者には、調査依頼の封筒が複数送付される場合があります。全ての封
筒を開けてご確認ください。

【調査の実施主体】
国土交通省　物流・自動車局貨物流通事業課
【調査の問い合わせ先】
国土交通省　適正原価調査コンタクトセンター（1 月 12 日に開設されます）
　　　　電子メール　　 ask@mlit.site
　　　　FAX　　　　　03-6273-0485

国交省 全事業者対象

左から坂本克己全ト協最高顧問、寺岡洋一全ト協会長（前列）、足立浩全日本建設交運一般労働組合
中央執行委員長（後列）、成田幸隆全日本運輸産業労働組合連合会中央執行委員長、上野賢一郎厚生
労働大臣、織田正弘全国交通運輸労働組合総連合中央執行委員長（12月22日、厚生労働省）

全ト協と3労組で
上野賢一郎厚生労働大臣を表敬訪問

「トラック業界向け取適法・振興法「トラック業界向け取適法・振興法
改正ポイント説明会」を開催改正ポイント説明会」を開催

　令和８年１月１日に施行される「製造委託等に係る中小受託事業者に対
する代金の支払の遅延等の防止に関する法律」（略称：取適法）および「受
託中小企業振興法」（略称：振興法）について解説する「取適法・振興
法の改正ポイント説明会」が、国土交通省・全日本トラック協会の共催に
よりハイブリッド方式で開催される。トラック運送事業者が
対象で、公正取引委員会（地方事務所）担当者・中
小企業庁（経済産業局）担当者が講師を務め、開催日
時・会場等は表の通り。申し込み方法等に関する詳細
は、全ト協ホームページ（二次元コード）を参照。

国交省・全ト協

表　開催スケジュール等
開催地 開催日時 会場 会場定員 オンライン定員

熊　本 令和 8 年 1 月 19 日㈪
14:00 ～ 15:30

TKP 熊本カンファレンスセンター
しゃくやく 60 人 1,000 人

織
田
交
通
労
連
中
央
執
行
委
員
長
㊧

と
成
田
運
輸
労
連
中
央
執
行
委
員
長

㊥
か
ら
要
請
書
を
受
け
取
る
重
田
全

ト
協
理
事
長
㊨
（
12
月
22
日
、
全
ト

協
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
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タ
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ミ
ナ
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（
官
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庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

６
月
改
正
の
事
業
法
の
う
ち

﹁
適
正
原
価
﹂﹁
事
業
許
可
更
新

制
﹂﹁
委
託
次
数
制
限
﹂
に
つ
い

て
書
い
て
き
た
︒
そ
こ
で
今
年
最

後
の
コ
ラ
ム
は
︑﹁
白
ト
ラ
に
係
る

荷
主
等
へ
の
規
制
﹂
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
す
る
︒
国
土
交
通
省
の

公
布
に
よ
る
と
︑
来
年
４
月
か
ら

﹁
荷
主
等
が
白
ト
ラ
に
運
送
委
託

を
す
る
と
新
た
に
処
罰
の
対
象
に

な
る
﹂︒

　

白
ト
ラ
と
い
え
ば
︑
有
償
で
他

人
の
荷
物
を
運
ん
で
い
る
自
家
用

ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
︑
あ
る
い
は

そ
れ
を
生
業
に
し
て
い
る
人
を
指

す
︒
こ
れ
は﹁
純
粋
な
白
ト
ラ
﹂だ
︒

そ
れ
に
対
し
て
︑﹁
隠
れ
白
ト
ラ
﹂

が
存
在
す
る
︒
運
送
事
業
者
が
名

義
を
貸
し
て
︑
個
人
所
有
の
ト
ラ

ッ
ク
に
営
業
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
さ

せ
て
い
る
ケ
ー
ス
だ
︒さ
ら
に
︑﹁
白

ト
ラ
予
備
軍
﹂
と
い
え
る
人
た
ち

も
い
る
︒
運
送
会
社
で

ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い

る
が
不
満
が
あ
り
︑
機

会
が
あ
れ
ば
自
分
で
ト

ラ
ッ
ク
を
所
有
し
て
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
た
ち
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
三
者
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
︒

　

業
界
事
情
を
知
る
関
係
者
に

聞
く
と
︑﹁
純
粋
な
白
ト
ラ
﹂は
︑

白
ト
ラ
規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
な
ど
全
く
知
ら
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
︒
ま
た
︑
知
っ
て
い
て

も
ほ
と
ん
ど
眼
中
に
な
い
︒
自

分
や
荷
主
が
実
際
に
処
分
さ
れ

な
い
と
︑
実
感

で
き
な
い
の
で
あ

る
︒
だ
が
︑
処

分
さ
れ
て
も
﹁
自

由
気
ま
ま
に
し

て
き
た
の
で
︑
か

り
に
運
送
会
社

勤
め
を
し
て
も
︑

社
会
的
ル
ー
ル

や
会
社
の
規
則

な
ど
に
は
な
じ

め
な
い
人
が
多
い

だ
ろ
う
﹂
と
い

わ
れ
る
︒

　

次
に
︑
名
義

貸
し
（
借
り
）
の

﹁
隠
れ
白
ト
ラ
﹂

は
ど
う
か
︒
実

は
こ
の
人
た
ち
は
︑
ど
う
に
か

し
な
け
れ
ば
と
動
き
出
し
て
い

る
よ
う
だ
︒﹁
名
義
貸
し
を
し

て
い
る
事
業
者
へ
の
監
査
な
ど

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
﹂
の
も

理
由
の
一
つ
︒
ま
た
﹁
名
義
料

の
他
に
荷
物
斡
旋
手
数
料
が
高

く
︑
運
賃
の
10
％
か
ら
高
い
所
で

は
20
％
を
引
く
名
義
貸
し
事
業
者

も
お
り
不
満
を
も
っ
て
い
る
﹂
か

ら
で
あ
る
︒
そ
こ
で
一
部
で
は
︑

名
義
借
り
と
は
違
う
方
法
を
探
す

動
き
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
︒

　

で
は
﹁
白
ト
ラ
予
備
軍
﹂
は
ど

う
か
︒﹁
社
員
ド
ラ
イ
バ
ー
を
辞

め
て
﹃
独
立
﹄
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
最
近
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
﹂

と
い
う
︒そ
の
理
由
は
︑﹁
こ
の
間
︑

賃
金
や
待
遇
が
少
し
は
改
善
さ
れ

て
き
た
の
で
︑
リ
ス
ク
を
冒
し
て

ま
で
１
人
で
や
ろ
う
と
い
う
動
き

が
鈍
く
な
っ
て
き
て
い
る
﹂
か
ら

だ
︒
た
だ
︑
こ
の
層
は
よ
り
給
料

が
高
い
方
へ
と
︑
業
界
内
で
同
業

他
社
の
求
人
に
応
募
す
る
人
た
ち

の
一
部
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

　
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
で
残
業
が

規
制
さ
れ
︑
従
来
か
ら
取
引
し
て

い
た
事
業
者
だ
け
で
は
運
べ
な
く

な
り
︑
白
ト
ラ
で
急
場
を
凌
い
で

い
る
荷
主
も
あ
る
︒
だ
が
︑
そ
の

よ
う
な
荷
主
も
白
ト
ラ
を
使
え
な

く
な
る
︒
さ
ら
に
﹁
純
粋
な
白
ト

ラ
﹂
も
﹁
隠
れ
白
ト
ラ
﹂
も
︑
確

定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
た
ち
が

多
い
︒
そ
こ
で
イ
ン
ボ
イ
ス
も
含

め
て
︑
課
税
面
か
ら
の
監
査
を
強

化
す
る
の
が
白
ト
ラ
規
制
に
は
有

効
で
あ
る
︒

第
365
回

白トラ・隠れ白トラ・白トラ予備軍

繁忙期の年末こそ、安全運転を！ 〔第143回〕

　令和７年もまもなく終わろうとしています。例年交通事故が
多発する12月は、トラック運送業界も繁忙期を迎えるため、一
層の安全運転が求められます。気持ちよく新年を迎えるため
に、日々の運転を振り返って、自分の運転をアップデートしな
がら安全運転に努めてください。

●ヒヤリとしたことを振り返って運転に活かそう

Ａさん「今年も終わろうとしているね。Ｂさんにとってはどん
な１年だったのかな」

Ｂさん「そうだな。今年も無事故・無違反でここまでくること
ができたので、まぁよい１年だったといえるよ。このま
ま無事故・無違反を続けて、気持ちよく新年を迎えた
いね」

Ａさん「そうだね。ただ、これまでうまくいっていたからといっ
て、これからもうまくいく保証はどこにもない。だか
ら、しっかり安全運転を意識することが大切なんだと
思うよ」

Ｂさん「そうだね。これから繁忙期になる。油断していると事
故になるからね。そうならないために、僕は運転前に
前日の運転でヒヤリとしたことを思い出しているん
だ。例えば、昨日、そばを走行していた自転車が急に
僕の前に出てきて、ヒヤリとしたんだ」

Ａさん「Ｂさんにもそんなことあるんだね」
Ｂさん「もちろんだよ。幸い自転車との距離も十分あったから

事故になるケースではなかったけれども、予測できて
いなかった自転車の動きに、急ブレーキを踏んでし
まった。後続車もちょっとヒヤリとしたかもしれな
い。だから今日は、周囲の他者（車）の動きを予測し
ながら運転することを目標に運転してきたんだ」

Ａさん「こうした日々の運転で出てくる課題をしっかり振り
返って、自分の運転をアップデートしていくことが、事
故防止に繋がっていく。これの繰り返しが大切だね」

Ｂさん「本当にそう思う」

●飲酒運転根絶をすすめよう

Ａさん「年末というと、やっぱり飲酒運転についても触れない
といけないね」

Ｂさん「そうだね。他のドライバーの手本とならなきゃいけな
い僕らの業界でも、飲酒運転はいまだになくならな
い。それどころか、頻発しているのがなんとも情けな
いところだ」

Ａさん「本当だね。酔っぱらうと気が大きくなって、理性が失わ
れる。だから、的確な『認知』『判断』『操作』を絶え
間なく続ける必要がある運転は、酔った状態では絶対
にできないものなんだよ」

Ｂさん「それと、二日酔いにも注意をしないといけないね」
Ａさん「それも大事だね。アルコールが抜けるのは、本人が思っ

ている以上に時間がかかる。個人差はあるけれど、
ビール中ビン１本程度でも体内からアルコールが抜け
るまで４～５時間かかるといわれている。深酒をして
しまうと、翌朝は確実に二日酔い運転になる」

Ｂさん「僕は翌日運転する時は、飲まないように心がけている
けれど、どうしてもという時は、乾杯の１杯だけにとど
めているよ」

Ａさん「みんながＢさんみたいならいいんだけれど、なかなか
そうはいかない。ただし、翌日に運転を控えている時
は、少量にとどめる、早めに切り上げて、２次会には参
加しないなど、節度ある行動をとってほしいね」

Ｂさん「僕らが手本を示していくことが大切だね」

●繁忙期を安全運転で駆け抜けよう

Ａさん「今まさに繁忙期。年末年始に向けて忙しくなっている
から、より慎重な運転をしないとね。来年は午（う
ま）年。ウマというと競馬などから疾走しているイ
メージがあるけれど、僕たちプロドライバーは、安全
に配慮しながら、年末の繁忙期を安全に駆け抜けよ
う」

Ｂさん「了解」
Ａさん、Ｂさん「年末に向けて、あと少し。安全運転で清々しい

新年を迎えてください」

と
荷
主
関
係
団
体
宛
て
に
発

出
し
た
︒

　

軽
油
引
取
税
の
当
分
の
間

税
率
が
令
和
８
年
４
月
１
日

に
廃
止
さ
れ
︑
そ
れ
ま
で
の

間
は
軽
油
に
対
す
る
補
助
金

の
引
上
げ
に
よ
り
︑
当
分
の

間
税
率
が
廃
止
さ
れ
た
場
合

と
同
水
準
の
軽
油
価
格
の
引

下
げ
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
︒
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
る

軽
油
価
格
の
下
落
に
際
し
︑

荷
主
や
元
請
運
送
事
業
者
等

の
発
注
者
か
ら
︑
実
運
送
事

業
者
を
含
め
た
運
送
受
託
者

に
対
し
て
︑
物
流
コ
ス
ト
削

減
の
観
点
か
ら
運
賃
引
下
げ

を
要
請
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
︒
一
方
で
︑
価
格
交
渉

に
お
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
他

業
種
と
比
較
し
て
進
ん
で
い

な
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お

け
る
構
造
的
な
価
格
転
嫁
を

推
進
し
︑
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
を
継
続
す
る
た
め

の
原
資
を
確
実
に
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
︒

　

同
通
達
で
は
︑
来
年
１
月

よ
り
新
た
に
︑
発
荷
主
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
契
約
の
一
部
が

中
小
受
託
取
引
適
正
化
法

（
取
適
法
）
の
適
用
対
象
と

な
る
こ
と
も
踏
ま
え
︑
同
法

の
関
係
法
令
お
よ
び
こ
れ
ら

に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
に
則
っ
た
適
正

取
引
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
︑
燃
料
価
格
下
落

に
伴
う
不
適
切
な
取
引
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
︑
別
掲

の
事
項
を
要
請
し
て
い
る
︒

 

「
働
き
か
け
」
３
６
３
件
・

「
要
請
」
７
件
・「
勧
告
」

１
件
を
実
施

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

「
集
中
監
視
月
間
」

　

国
土
交
通
省
は
12
月
23

日
︑
令
和
７
年
10
月
・
11
月

に
実
施
し
た
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
﹁
集
中
監

視
月
間
﹂
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
同
月
間
を

通
じ
て
︑
適
正
な
取
引
を
阻

害
す
る
疑
い
の
あ
る
荷
主
や

元
請
事
業
者
に
対
す
る
監
視

を
強
化
︒
３
６
３
件
の
﹁
働

き
か
け
﹂（
荷
主
２
４
９
件
・

元
請
事
業
者
78
件
・
そ
の
他

36
件
）お
よ
び
７
件
の﹁
要
請
﹂

（
荷
主
６
件
・
元
請
事
業
者

１
件
）
を
実
施
し
︑
違
反
原

因
行
為
の
是
正
に
よ
る
改
善

を
促
し
た
︒
こ
の
う
ち
︑
過

去
に
﹁
要
請
﹂
を
受
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
依
然
と
し

て
違
反
原
因
行
為
を
し
て
い

る
疑
い
の
あ
る
荷
主
等
に
対

し
て
は
︑﹁
勧
告
﹂を
１
件（
着

荷
主
）
実
施
し
た
︒

　

ま
た
︑
８
年
１
月
に
中
小

受
託
取
引
適
正
化
法
（
取
適

法
）
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
︑
地
方
運
輸
局
と
公

正
取
引
委
員
会
地
方
事
務
所

等
が
初
め
て
全
国
規
模
で
連

携
し
︑
荷
主
等
の
営
業
所
︑

物
流
拠
点
に
対
す
る
荷
主
パ

ト
ロ
ー
ル
を
合
同
で
実
施
し
︑

改
正
物
流
法
や
取
適
法
の
周

知
啓
発
活
動
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑詳
細
に
つ
い
て
は
︑

次
号
以
降
に
掲
載
予
定
︒

 

年
末
年
始
の
安
全
運
行
の

徹
底
を
呼
び
か
け

「
年
末
年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る

安
全
総
点
検
」
実
施
中

　

国
土
交
通
省
は
12
月
23

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
通
達
﹁
年
末
年
始

の
安
全
運
行
の
徹
底
に
つ
い

て
﹂
を
発
出
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
毎
年
12
月

10
日
~
１
月
10
日
の
間
︑﹁
年

末
年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る

安
全
総
点
検
﹂
を
実
施
し
て

い
る
︒
そ
の
よ
う
な
中
︑
令

和
７
年
12
月
10
日
~
12
月
22

日
の
13
日
間
︑
運
送
事
業
全

業
態
に
お
い
て
︑
15
件
の
事

故
に
よ
り
死
者
５
人
︑
重
傷

者
２
人
︑
軽
傷
者
13
人
が
生

じ
た
こ
と
が
国
交
省
に
報
告

さ
れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
全
ト
協
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
運
送
事

業
に
お
い
て
輸
送
の
安
全
・

安
心
の
確
保
が
最
大
の
使
命

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
︑
輸
送
の

安
全
確
保
に

努
め
る
よ
う

呼
び
か
け
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
点
検
表
を

使
用
し
た
自
主
点
検
を
実
施

し
︑
輸
送
の
安
全
確
保
に
努

め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

自
由
民
主
党
と
日
本
維
新

の
会
は
12
月
19
日
︑
令
和
８

年
度
﹁
税
制
改
正
大
綱
﹂
を

決
定
し
た
︒

　
﹁
自
動
車
関
係
諸
税
の
総

合
的
な
見
直
し
﹂
で
は
︑
自

動
車
税
の
環
境
性
能
割
を
令

和
８
年
３
月
31
日
で
廃
止
す

る
︒
ま
た
︑
自
動
車
重
量
税

の
エ
コ
カ
ー
減
税
に
つ
い
て

は
︑
減
免
区
分
の
基
準
と
な

る
燃
費
基
準
の
達
成
度
を
引

働
き
方
改
革
推
進
支
援

事
業
の
訪
問
相
談
サ
ー
ビ

ス
利
用
を
呼
び
か
け

業
界
に
詳
し
い
労
務
管
理
や

物
流
改
善
の
専
門
家
が
対
応

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
改
善
の
た
め
の
専
門
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
等
か
ら
の

相
談
に
つ
い
て
︑
業
界
に
詳

し
い
労
務
管
理
や
物
流
改
善

き
上
げ
た
上
で
適
用
期
限
を

２
年
延
長
す
る
︒
利
用
段
階

に
お
け
る
負
担
の
適
正
化
に

向
け
た
課
税
で
は
︑
営
業
用

車
両
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
等
の

車
両
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
︑

こ
れ
ら
の
車
両
が
物
流
等
の

分
野
に
お
い
て
果
た
し
て
い

る
公
共
的
な
役
割
の
重
要
性

や
︑
そ
れ
を
十
分
に
考
慮
し

た
営
自
格
差
等
を
検
討
し
︑

９
年
度
以
降
の
税
制
改
正
に

の
専
門
家
が
対
応
す
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
︒

　

社
会
保
険
労
務
士
等
の
労

務
管
理
の
専
門
家
が
︑
労
働

時
間
の
上
限
規
制
へ
の
対
応

や
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

実
現
な
ど
の﹁
働
き
方
改
革
﹂

に
取
り
組
む
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
訪
問
す
る

﹁
訪
問
相
談
サ
ー
ビ
ス
﹂は
︑

１
回
２
時
間
程
度
×
３
回
の

相
談
が
標
準
で
︑相
談
無
料
︒

お
い
て
結
論
を
得
る
こ
と
と

し
た
︒
ま
た
︑
７
年
11
月
５

日
の
自
民
党
︑立
憲
民
主
党
︑

日
本
維
新
の
会
︑
国
民
民
主

党
︑
公
明
党
お
よ
び
日
本
共

産
党
の
６
党
間
で
の
合
意
に

基
づ
き
︑
軽
油
引
取
税
の
当

分
の
間
税
率
を
８
年
４
月
１

日
に
廃
止
す
る
︒

　

10
年
度
以
後
に
お
け
る
自

動
車
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
︑
そ
の
課
税
趣
旨
を
踏
ま

え
つ
つ
︑
自
動
車
の
重
量
お

よ
び
環
境
性
能
に
応
じ
た
公

平
・
中
立
・
簡
素
な
税
負
担

の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
検
討

し
︑
９
年
度
税
制
改
正
で
結

論
を
得
る
こ
と
と
し
た
︒

①
会
社
の
状
況
把
握
︑
②
解

決
方
法
の
提
案
︑
③
提
案
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
︱
︱
の
３

段
階
の
相
談
支
援
に
よ
り
︑

課
題
解
決

に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト

を
行
う
︒

詳
細
は
同
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

チ
ラ
シ
（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）

を
参
照
︒

　

な
お
厚
労
省
で
は
︑
同
サ

ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
各

遠
隔
点
呼
・
自
動
点
呼

の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
点
呼
制
度
で

点
呼
の
確
実
性
ア
ッ
プ
・

業
務
負
担
軽
減
を

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
遠
隔
点
呼
・
自
動
点
呼

の
制
度
内
容
・
要
件
・
運
用

・
申
請
方
法
等
に
関
す
る
解

説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
遠
隔
点

呼
・
自
動

点
呼
解
説

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
﹄（
二

次
元
コ
ー
ド
①
）を
作
成
し
た
︒

　

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け

る
運
行
管
理
者
の
負
担
軽
減

や
︑
慢
性
的
な
人
手
不
足
へ

種
施
策
へ
の
対
応
や
助
成
金

の
活
用
な

ど
に
つ
い

て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で

無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
﹁
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂（
二
次
元
コ
ー

ド
②
）
を
全
国
に
設
置
し
︑

平
日
９
時
~
17
時
に
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
︒

の
対
応
に
役
立
つ
遠
隔
点
呼

・
自
動
点
呼
の
普
及
促
進
を

目
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
︑今
号
に
封
入
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
﹁
運
行
管
理
高
度
化

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
ペ

ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー

ド
②
）
に

は
︑
遠
隔

点
呼
・
自
動
点
呼
関
連
の
告

示
・
通
達
︑
届
出
の
様
式
等

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

 

補
助
金
申
請
受
付
を
８
年

２
月
13
日
㈮
ま
で
延
長

「
事
故
防
止
対
策
支
援
推
進

事
業
」

　

国
土
交
通
省
は
12
月
18

日
︑
令
和
６
年
度
補
正
予
算

お
よ
び
７
年
度
事
故
防
止
対

策
支
援
推
進
事
業
に
係
る
補

助
金
の
申
請
受
付
を
延
長
す

る
と
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
運
行
管
理

の
高
度
化
に
資
す
る
機
器

（
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
）

の
導
入
等
を
支
援
す
る
た

め
︑
同
事
業
を
実
施
し
て
い

る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
８
年

２
月
13
日
㈮
ま
で
に
延
長
さ

れ
る
︒

　

な
お
︑
申
請
受
付
期
間
中

に
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達

す
る
場
合
は
︑
申
請
受
付
期

間
で
あ
っ
て
も
申
請
受
付
を

終
了
す
る
︒

　

実
施
す
る
補
助
事
業
は
︑

別
掲
の
通
り
︒
詳
細
は
︑
申

請
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

燃
料
価
格
下
落
に
伴
う
運

賃
引
下
げ
を
防
ぐ
た
め
に

中
企
庁
・
公
取
委
と
連
名
で

適
正
取
引
徹
底
を
求
め
る

　

国
土
交
通
省
は
12
月
22

日
︑
中
小
企
業
庁
と
公
正
取

引
委
員
会
と
の
連
名
で
︑
通

達
﹁
燃
料
価
格
下
落
時
に
お

け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適

正
取
引
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂

を
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

燃
費
基
準
の
達
成
度
を
引
き
上
げ
た
上
で 

自
動
車
重
量
税
の
エ
コ
カ
ー
減
税
２
年
延
長

８
年
度
「
税
制
改
正
大
綱
」

道
路
貨
物
運
送
業
で
は

価
格
転
嫁
が
円
滑
に
進

ま
ず

「
価
格
転
嫁
円
滑
化
の
取
組

に
関
す
る
特
別
調
査
」

　

公
正
取
引
委
員
会
は
12
月

15
日
︑
令
和
７
年
度
﹁
価
格

転
嫁
円
滑
化
の
取
組
に
関
す

る
特
別
調
査
﹂
を
取
り
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
調
査
は
︑
価
格
転
嫁
の

状
況
や
﹁
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に

関
す
る
指
針
﹂（
労
務
費
転

嫁
指
針
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

等
の
把
握
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
︒

　

道
路
貨
物
運
送
業
に
お
け

る
調
査
結
果
は
︑次
の
通
り
︒

　
﹁
受
注
者
が
発
注
者
に
価

格
転
嫁
を
要
請
し
た
割
合
﹂

で
は
︑﹁
全
て
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
要
請
﹂
が
32

・
０
％
で
あ
っ
た
一
方
︑﹁
要

請
せ
ず
・
要
請
で
き
ず
﹂
は

「
勧
告
」
２
件
・

「
指
導
」
５
３
０
件

を
実
施

下
請
法
違
反
被
疑
事
件

集
中
調
査
結
果
を
公
表

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
は
12
月
23
日
︑
運
送

事
業
者
間
の
取
引
に
お
け
る

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
法
）
違
反
被
疑
事

件
の
集
中
調
査
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

中
企
庁
と
公
取
委
で
は
︑

令
和
７
年
４
月
以
降
︑
運
送

事
業
者
間
の
取
引
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
下
請
代
金
等

に
係
る
下
請
法
違
反
被
疑
行

為
に
つ
い
て
集
中
的
に
調
査

を
実
施
︒
運
送
事
業
者
に
対

し
て
︑
２
件
の
勧
告
お
よ
び

５
３
０
件
の
指
導
を
行
っ
た
︒

　

主
な
違
反
行
為
の
傾
向

は
︑
①
取
引
条
件
を
記
載
し

た
発
注
書
面
等
の
不
交
付
・

13
・
２
％
だ
っ
た
︒
ま
た
︑

﹁
受
注
者
が
発
注
者
に
価
格

転
嫁
を
要
請
し
た
場
合
に
取

引
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

割
合
﹂
は
︑﹁
全
て
の
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
が
引
上
げ
﹂
43

・
５
％
︑﹁
多
く（
７
~
９
割
）

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
引
上

げ
﹂
28
・
５
％
と
︑
６
年
度

調
査
よ
り
も
上
昇
し
た
も
の

の
︑
依
然
と
し
て
低
水
準
だ

っ
た
︒

　

ま
た
︑
道
路
貨
物
運
送
業

で
は
︑
受
注
者
の
立
場
で
自

ら
と
同
じ
業
種
の
発
注
者
に

価
格
転
嫁
で
き
て
お
ら
ず
︑

ま
た
発
注
者
の
立
場
で
﹁
自

ら
と
同
じ
業
種
の
受
注
者
か

ら
の
価
格
転
嫁
を
受
け
入
れ

て
い
な
い
﹂
と
の
回
答
が
あ

る
こ
と
か
ら
︑
道
路
貨
物
運

送
業
に
お
い
て
は
多
重
委
託

構
造
が
存
在
し
︑
か
つ
価
格

転
嫁
が
円
滑
に
進
ん
で
い
な

い
こ
と
が
窺
え
る
結
果
と
な

っ
た
︒

記
載
不
備
︑
②
代
金
の
据
え

置
き
︑
③
無
償
で
の
運
送
業

務
以
外
の
役
務
提
供
要
請
︱

︱
な
ど
︒

　

中
企
庁
お
よ
び
公
取
委
で

は
︑
今
回
の
調
査
・
指
導
の

結
果
を
踏
ま
え
︑
事
業
所
管

省
庁
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図

り
な
が
ら
︑
中
小
受
託
取
引

適
正
化
法
（
取
適
法
）
に
基

づ
き
迅
速
か
つ
厳
正
に
対
処

す
る
方
針
︒ま
た
︑中
企
庁
︑

公
取
委
お
よ
び
国
土
交
通
省

で
は
︑
物
流
業
界
の
取
引
適

正
化
を
阻
害
す
る
行
為
に
対

し
て
取
適
法
や
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
を
活
用
し
て
シ

ー
ム
レ
ス
に
対
応
す
る
た
め

に
︑
３
省
庁
で
執
行
情
報
の

共
有
を
行
う
連
絡
会
議
を
定

期
的
に
開
催
し
︑
一
層
の
執

行
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
る
︒

二次元コード①

二次元コード②

公 取 委

公 取 委

実施する補助事業
【６年度補正予算事業】

・�先進安全自動車（ASV）の導
入に対する支援（車輪脱落予
兆検知装置）

・�運行管理の高度化に対する支
援（デジタル式運行記録計）

・�先進安全自動車の整備環境の
確保に対する支援（スキャン
ツール）

【７年度事業】
・�運行管理の高度化に対する支

援（デジタル式運行記録計等）
・�社内安全教育の実施に対する

支援（貸切バス運転者研修等）
・�健康起因事故防止を推進する

ための取り組みに対する支援
（スクリーニング検査）

・�先進安全自動車の整備環境の
確保に対する支援（スキャン
ツール）

要請事項
１．発注者（荷主や元請運送事業者等）に対する要請事項
　燃料価格の下落を契機として、他のコスト上昇分を考慮
せずに燃料価格の下落のみをもって一方的に取引価格の低
減を行うこと、運送受託者からコスト上昇を理由に価格協
議を求められたにもかかわらず、燃料価格の下落を理由と
して当該協議に応じず一方的に代金決定を行うことは、取
適法に違反するおそれがあることに留意すること。
　その上で、燃料価格が下落している場合であっても、運
送の委託先や再委託先に支払う運賃・料金が、これまでの
物価や労務費等の上昇分を適切に転嫁した水準を満たした
ものであるかを確認し、価格低減の必要性等について慎重
に判断すること。

２．運送受託者（実運送事業者等）に対する要請事項
　燃料価格の下落に伴うコスト減のみならず、物価や労務
費等の上昇に伴うコスト増も発生していることを踏まえ、
経済の実態が反映されていると考えられる公表資料を基礎
として、自社事業の原価計算に基づき算出した運賃・料金
の引上げ額を提示するなど、燃料価格の下落分だけでなく
他のコスト増を含めた価格協議を行うこと。
　また合わせて、労務費転嫁指針の趣旨を踏まえ、トラッ
クドライバーの給与の引上げを適切に行うこと。

二次元コード①

二次元コード②



令和7年（2025年）12月25日 （4）第2271号（第3種郵便物認可）

１
月 
21
日 

▽ 

令
和
７
年
「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
（
写
真
①
）。
業
界
関
係
者
ら
６
５
０
人
が
新
春
を
祝
う

２
月 

14
日 

▽ 

青
年
部
会
（
出
島
康
佑
部
会
長
）、令
和
６
年
度
「
全
国
大
会
」
を
開
催
。「
絆
を
か
た
ち
に
〜
共
に
描
く
物
流
の
未
来
〜
」

を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
７
０
０
人
が
参
加

 

17
日 

▽ 

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
加
藤
勝
信
会
長
）
総
会
に
出
席
。
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
要
望

 

20
日 

▽ 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
赤
羽
一
嘉
会
長
）・
物
流
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
赤
羽
一
嘉
座
長
）・
国
土
交
通

部
会
（
安
江
伸
夫
部
会
長
）
合
同
会
議
に
出
席
。
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
要
望

３
月 

５
日 

▽ 

青
年
部
会
、
学
校
法
人
九
州
電
機
工
業
学
園
希
望
が
丘
高
等
学
校
（
土
田
秀
夫
校
長
）
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

 

６
日 

▽ 

第
２
０
９
回
「
理
事
会
」（
写
真
②
）・
第
19
回
「
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議
」
を
開
催

 

12
日 

▽ 

青
年
部
会
、
京
都
府
立
田
辺
高
等
学
校
（
西
田
和
史
校
長
）
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

 

14
日 

▽ 

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
・
赤
澤
亮
正
新
し
い
資
本
主
義
担
当
大
臣
・
中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
ら
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
等
と
の
車
座
形
式
で
の
意
見
交
換
会
に
出
席
（
写
真
③
）

４
月 

16
日 

▽ 

令
和
７
年
度
「
新
規
採
用
職
員
研
修
」
を
開
催
（
〜
18
日
）

５
月 

17
日 

▽ 

四
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会
（
楠
木
寿
嗣
会
長
）・
日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
（
御
手
洗
安
会
長
）
の
共
催
で
「
本

四
高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
決
起
大
会
」
を
開
催
（
写
真
⑤
）

６
月 

５
日 

▽ 

第
２
１
０
回
「
理
事
会
」
を
開
催

 
 

▽ 

正
副
会
長
会
議
で
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
係
る
検
討
委
員
会
」（
松
田
直
樹
委
員
長
）
が
提
言
書
を
提

出

 

９
日 

▽ 

中
国
交
通
運
輸
部
職
員
５
人
が
来
協
（
写
真
⑥
）

 

17
日 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
に
出
席

 

26
日 

▽ 

第
１
０
２
回
「
通
常
総
会
」・
第
２
１
１
回
「
理
事
会
」
を
開
催
し
、
寺
岡
洋
一
氏
（
写
真
⑦
）
が
新
会
長
に
就
任
。
坂

本
克
己
前
会
長
は
最
高
顧
問
に

７
月 

10
日 

▽ 

「
第
２
２
６
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
２
回
理
事
会
合
同
会
議
」
を
開
催

８
月 

20
日 

▽ 

国
交
省
に
対
し
「
道
路
情
報
の
電
子
化
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

 

25
日 

▽ 

茨
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
駐
車
場
に
混
雑
状
況
確
認
用
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
茨
城
Ｔ
Ｓ
ペ
ー
ジ
で
映
像
の
公
開
を
開
始

９
月 

８
日 

▽ 

令
和
７
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
に
平
山
智
彦
氏
（
栃
木
県
）
の
作
品
（
写
真
⑧
）
を
選
定
・
公
表

 

10
日 

▽ 

国
交
省
お
よ
び
警
察
庁
に
対
し
「
高
さ
指
定
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

 
 

▽ 

国
交
省
に
対
し
「
重
さ
指
定
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

 

11
日 

▽ 

声
明
「
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
軽
油
価
格
カ
ル
テ
ル
の
疑
い
で
の
石
油
製
品
販
売
会
社
８
社
に
対
す
る
強
制
調
査
に
つ

い
て
」
を
公
表
。
カ
ル
テ
ル
を
強
く
批
判
し
、
公
取
委
へ
徹
底
的
な
事
実
解
明
と
厳
正
な
対
応
求
め
る

 

24
日 

▽ 

日
本
バ
ス
協
会
（
清
水
一
郎
会
長
）・
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
（
川
鍋
一
朗
会
長
）
と
共
同
で
自
民
党
総
裁

選
立
候
補
者
に
対
し
、
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
の
廃
止
を
は
じ
め
と
し
た
燃
料
対
策
に
つ
い
て
要
請

 

26
日 

▽ 

女
性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）、
令
和
７
年
度
「
全
国
研
修
会
」
を
開
催
（
写
真
⑨
）

10
月 

14
日 

▽ 

第
22
回
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
記
念
植
樹
式
を
新
潟
市
西
海
岸
公
園
で
開
催
（
写
真
⑩
）

 

15
日 

▽ 

第
30
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」
を
新
潟
市
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
（
写

真
⑪
）

 

23
日 

▽ 

「
全
国
道
路
利
用
者
会
議
」
の
第
75
回
全
国
大
会
（
福
井
市
）
に
出
席

 

25
日 

▽ 

第
57
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
（
〜
26
日
）。
27
日
に
は
表
彰
式
を
開
催
し
、
11
㌧
部

門
・
宮
崎
県
代
表
の
髙
山
涼
太
さ
ん
（
日
本
通
運
㈱
宮
崎
支
店
宮
崎
事
業
所
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
（
写
真
⑫
）

 

29
日 

▽ 

日
本
バ
ス
協
会
・
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
と
共
同
で
林
芳
正
総
務
大
臣
・
片
山
さ
つ
き
財
務
大
臣
に
対
し
、

令
和
８
年
度
税
制
改
正
等
に
関
す
る
要
望
事
項
を
説
明

11
月 

６
日 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
に
出
席
し
、
令
和
８
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
事
項
を
説
明

 

11
日 

▽ 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
出
席
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望
事
項
を
説
明

 

12
日 

▽ 

自
民
党
団
体
総
局
運
輸
・
交
通
関
係
団
体
委
員
会
（
滝
波
宏
文
委
員
長
）・
国
土
交
通
部
会
（
加
藤
鮎
子
部
会
長
）
合
同

の
「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
（
陸
運
・
空
運
）」
に
出
席
し
、
令
和
８
年
度
税
制
改
正
等
に
関
す
る
要
望

事
項
を
説
明

 

12
月 

４
日 

▽ 

第
２
１
３
回
「
理
事
会
」
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

18
日 

▽ 

２
０
２
５
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
７
２
２
７
事
業
所
の
認
定
を
発
表

 

19
日 

 

▽ 

２
０
２
５
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
42
事
業
者
の
認
定
を
発
表

１
月 

30
日 

▽ 

国
土
交
通
省
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
「
集
中
監
視
月
間
」
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て

４
２
３
件
の
「
働
き
か
け
」、
７
件
の
「
要
請
」、
２
件
の
「
勧
告
」
実
施
を
公
表

２
月 

５
日 

▽ 

国
交
省
、
第
３
回
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構
造
検
討
会
」（
座
長
：
野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
名

誉
教
授
）
を
開
催
。
第
４
回
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
論
点
な
ど
を
整
理

３
月 

３
日 

▽ 

国
交
省
・
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
・
中
日
本
高
速
道
路
㈱
、
新
東
名
高
速
道
路
に
お
け
る
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
の
実
証
実
験
を
開
始

　 

14
日 

▽ 

政
府
、
第
６
回
「
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
を
開
催
。
構
造
的
な
賃
上
げ
環
境
整
備
の

た
め
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
荷
主
へ
の
強
力
な
是
正
指
導
、
改
正
物
流
法
・
下
請
法
改
正
案
を
契
機
に

価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
な
ど
重
点
対
策
を
示
す

 
 

▽ 

国
交
省
、
令
和
６
年
度
「
事
業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的
安
全
対
策
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
：
野
尻
俊
明
流
通
経

済
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
。「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
の
進
捗
確
認
お
よ
び
次
期
プ
ラ
ン

の
策
定
に
向
け
た
議
論
を
開
始

４
月 

１
日 

▽ 

「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
改
正
物
流
法
、
令
和
６
年
法
律
第
23
号
）
を
施
行
。
同
法
は
、
荷
主
・
物
流
事
業
者
に
物
流
効
率
化
の
取
り

組
み
を
義
務
化
し
、
特
定
事
業
者
に
は
中
長
期
計
画
や
報
告
、
物
流
統
括
管
理
者
の
選
任
を
求
め
る
と
と
も
に
、

運
送
契
約
の
適
正
化
や
実
運
送
体
制
の
透
明
化
を
強
化
す
る
な
ど
、
物
流
全
体
の
効
率
化
と
安
全
性
を
高
め
る
も

の

 
 

▽ 

国
交
省
、
長
時
間
労
働
の
要
因
で
あ
る
荷
待
ち
・
荷
役
を
可
視
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
改
正
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
」
を
施
行
。
業
務
記
録
義
務
の
対
象
が
全
車
両
へ
拡
大

 

８
日 

▽ 

中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
が
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
価
格
転
嫁
及
び
賃
上

げ
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
」
を
要
請
（
写
真
④
）

 

９
日 

▽ 

国
交
省
、「
物
流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
け
る
報
告
書
を
公
表

５
月 

１
日 

▽ 

国
交
省
、「
５
両
割
れ
」
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
、
事
業
計
画
に
従
い
業
務
を
行
う
べ
き
命
令
発
動
基
準
を

制
定
・
公
示

 

８
日 

▽ 

国
交
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
、
第
１
回
「
２
０
３
０
年
度
に
向
け
た
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
検

討
会
」（
座
長
：
根
本
敏
則
敬
愛
大
学
特
任
教
授
）
を
開
催

　 

16
日 

▽ 

中
小
受
託
事
業
者
の
利
益
保
護
と
、
構
造
的
な
価
格
転
嫁
の
定
着
を
図
り
取
引
の
適
正
化
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
適
用
対
象
の
拡
大
、
手
形
払
い
禁
止
、
価
格
協
議
に
応
じ
な
い
一
方
的
な
価
格
決
定
の
禁
止
な
ど
を
柱
に
、

委
託
側
の
義
務
と
禁
止
行
為
を
大
幅
に
強
化
す
る
「
製
造
委
託
等
に
係
る
中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支

払
の
遅
延
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
：
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
、
通
称
：
取
適
法
）
が
成
立
、
5
月
23

日
に
公
布
（
施
行
は
令
和
８
年
１
月
１
日
）。
併
せ
て
振
興
基
準
の
改
正
、
価
格
転
嫁
の
促
進
、
委
託
側
の
行
動
規

範
を
明
確
化
す
る
な
ど
し
た
「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
」
も
同
時
に
改
正
さ
れ
、「
受
託
中
小
企
業
振
興
法
」（
略

称
：
振
興
法
）
と
名
称
を
変
更

 

27
日 

▽ 

農
水
省
、「
飼
料
輸
送
の
合
理
化
に
関
す
る
全
国
連
絡
会
議
」
を
開
催

６
月 

１
日 

▽ 

労
働
者
の
熱
中
症
対
策
を
義
務
化
す
る
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
施
行

 
 

▽ 

中
日
本
高
速
道
路
㈱
、新
た
な
中
継
輸
送
拠
点
「
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
東
名
浜
松
西
」、と
「
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
静
岡
」

の
２
拠
点
を
開
業

 

４
日 

▽ 

議
員
立
法
に
よ
り
、
許
可
更
新
制
の
導
入
、「
適
正
原
価
」
を
下
回
る
運
賃
・
料
金
の
禁
止
、
委
託
回
数
（
再
委
託
）

の
制
限
、 

違
法
な
白
ト
ラ
（
無
許
可
運
送
）
規
制
の
強
化
な
ど
を
柱
と
す
る
、「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
お
よ
び
、
①
許
可
更
新
・
適
正
化
支
援
を
担
う
独
立
行
政
法
人
の
体
制
整
備
、
②
財
源
措
置
、

③
物
流
政
策
推
進
会
議
の
設
置
―
―
を
柱
と
す
る
、「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
、
同
11
日
公
布

 

26
日 

▽ 

国
交
省
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
・
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
１
回
「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
効
率
化
等
に
向
け
た
検
討
会
」（
座
長
：
矢
野
裕
児
流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学

部
教
授
）
を
開
催

 

27
日 

▽ 

国
交
省
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て
運
行
管
理
を
高
度
化
し
、
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
運
行

管
理
者
の
負
担
軽
減
・
働
き
方
改
革
・
業
務
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の
、
令
和
７
年
度
第
１
回
「
運
行
管
理
高
度

化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
開
催

７
月 

４
日 

▽ 

国
交
省
、
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
「
10
年
総
括
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
。
発
足
（
平
成
26
年
）
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
、
58
件
の
重
大
事
故
を
分
析
し
、
今
後
の
方
向
性
を
総
括
。
今
後
、
国
の
施
策
と
連
携
し
た
調

査
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
収
集
を
強
化
へ

８
月 

５
日 

▽ 

国
交
省
、「
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
」
調
査
報
告
書
の
啓
発
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン

タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
開
始

 

７
日 

▽ 

国
交
省
、
通
達
「
事
業
者
間
遠
隔
点
呼
を
実
施
す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
輸
送
の
安
全
に
関
す
る
業
務

の
管
理
の
受
委
託
に
つ
い
て
」
お
よ
び
通
達
「『
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い

て
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
事
業
者
間
遠
隔
点
呼
・
業
務
前
自
動
点
呼
が
実
施
可
能
に

 

21
日 

▽ 

日
本
鉄
鋼
連
盟
（
今
井
正
会
長
）、「
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
・
効
率
化
の
た
め
の
鋼
材
物
流
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

 

25
日 

▽ 

国
交
省
、
中
野
洋
昌
国
交
大
臣
名
で
全
ト
協
に
対
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
に

関
す
る
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
要
請

 

29
日 

▽ 

国
交
省
、「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
を
公
布
。
特
定
事
業
者
の
指
定
基
準
を
省
令
で
明
確
化
し
た
ほ
か
、
特

定
事
業
者
の
中
長
期
計
画
義
務
、
物
流
統
括
管
理
者
の
選
任
義
務
（
荷
主
）、
特
定
事
業
者
へ
の
勧
告
・
命
令
制
度

に
つ
い
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

９
月 

１
日 

▽ 

国
交
省
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
許
可
や
整
備
管
理
者
・
運
行
管
理
者
の
選
任
届
出
等
の
自
動
車
運
送
事
業
に
関

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
付
を
段
階
的
に
開
始

 

10
日 

▽ 

公
正
取
引
委
員
会
、
東
京
都
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ど
に
販
売
す
る
軽
油
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
不
正
に

引
き
上
げ
る
な
ど
の
カ
ル
テ
ル
を
結
ん
だ
疑
い
が
強
ま
っ
た
と
し
て
、
石
油
製
品
販
売
会
社
８
社
に
独
占
禁
止
法

違
反
（
不
当
な
取
引
制
限
）
容
疑
で
犯
則
調
査

10
月 

３
日 

▽ 

国
交
省
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
踏
切
事
故
の
発
生
を
受
け
、
全
ト
協
に
対
し
通
達
「
鉄

道
車
両
と
の
衝
突
事
故
防
止
の
徹
底
に
つ
い
て
」
を
発
出

 

21
日 

▽ 

金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
が
国
交
大
臣
に
就
任

 

28
日 

▽ 

国
交
省
・
公
取
委
、
東
京
都
内
で
過
去
最
大
規
模
の
「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
合
同
荷
主
パ
ト
ロ
ー
ル
」

（
写
真
⑬
）
を
実
施
（
〜
29
日
）

 

29
日 

▽ 

東
日
本
高
速
道
路
㈱
・
中
日
本
高
速
道
路
㈱
・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
、
高
速
道
路
の
深
夜
割
引
見
直
し
時
期
を
「
令

和
８
年
度
以
降
」
と
発
表

11
月 

５
日 

▽ 

自
民
党
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
維
新
の
会
、
国
民
民
主
党
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
の
６
党
が
、
軽
油
引
取
税
・

ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
廃
止
す
る
こ
と
で
正
式
に
合
意

 

７
日 

▽ 

国
交
省
、「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
効
率
化
等
に
向
け
た
検
討
会
」
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
①
多
様
な
受
取
方
法

の
普
及
・
浸
透
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
の
変
革
、
②
地
域
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
に
向
け
た
環

境
整
備
、
③
地
域
の
配
送
等
に
お
け
る
新
た
な
輸
送
手
段
の
活
用
と
次
世
代
産
業
と
し
て
の
展
開
―
―
を
提
言

 

28
日 

▽ 

「
租
税
特
別
措
置
法
及
び
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
第
２
１
９
回
国
会
（
臨
時
会
）
参
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
成
立
。
ガ
ソ
リ
ン
税
（
揮

発
油
税
＋
地
方
揮
発
油
税
）
の
暫
定
税
率
は
12
月
31
日
、
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
は
令
和
８
年
４
月
１
日
で
廃

止

12
月 

15
日 

▽ 

与
野
党
各
会
派
、
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
制
度
の
維
持
に
向
け
「
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
衆
議
院
に
提
出

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

①④

⑤⑥

②

③⑦

界界このこの１１年年 回
顧

（202５年）（202５年）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

（
肩
書
は
当
時
）

（
肩
書
は
当
時
）
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25
日 

▽ 

茨
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
駐
車
場
に
混
雑
状
況
確
認
用
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
茨
城
Ｔ
Ｓ
ペ
ー
ジ
で
映
像
の
公
開
を
開
始

９
月 

８
日 
▽ 

令
和
７
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
に
平
山
智
彦
氏
（
栃
木
県
）
の
作
品
（
写
真
⑧
）
を
選
定
・
公
表

 

10
日 

▽ 
国
交
省
お
よ
び
警
察
庁
に
対
し
「
高
さ
指
定
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

 
 

▽ 

国
交
省
に
対
し
「
重
さ
指
定
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出

 

11
日 

▽ 

声
明
「
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
軽
油
価
格
カ
ル
テ
ル
の
疑
い
で
の
石
油
製
品
販
売
会
社
８
社
に
対
す
る
強
制
調
査
に
つ

い
て
」
を
公
表
。
カ
ル
テ
ル
を
強
く
批
判
し
、
公
取
委
へ
徹
底
的
な
事
実
解
明
と
厳
正
な
対
応
求
め
る

 

24
日 

▽ 

日
本
バ
ス
協
会
（
清
水
一
郎
会
長
）・
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
（
川
鍋
一
朗
会
長
）
と
共
同
で
自
民
党
総
裁

選
立
候
補
者
に
対
し
、
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
の
廃
止
を
は
じ
め
と
し
た
燃
料
対
策
に
つ
い
て
要
請

 

26
日 

▽ 

女
性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）、
令
和
７
年
度
「
全
国
研
修
会
」
を
開
催
（
写
真
⑨
）

10
月 

14
日 

▽ 

第
22
回
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
記
念
植
樹
式
を
新
潟
市
西
海
岸
公
園
で
開
催
（
写
真
⑩
）

 

15
日 

▽ 

第
30
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」
を
新
潟
市
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
（
写

真
⑪
）

 

23
日 

▽ 

「
全
国
道
路
利
用
者
会
議
」
の
第
75
回
全
国
大
会
（
福
井
市
）
に
出
席

 

25
日 

▽ 

第
57
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
（
〜
26
日
）。
27
日
に
は
表
彰
式
を
開
催
し
、
11
㌧
部

門
・
宮
崎
県
代
表
の
髙
山
涼
太
さ
ん
（
日
本
通
運
㈱
宮
崎
支
店
宮
崎
事
業
所
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
（
写
真
⑫
）

 

29
日 

▽ 

日
本
バ
ス
協
会
・
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
と
共
同
で
林
芳
正
総
務
大
臣
・
片
山
さ
つ
き
財
務
大
臣
に
対
し
、

令
和
８
年
度
税
制
改
正
等
に
関
す
る
要
望
事
項
を
説
明

11
月 

６
日 

▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
総
会
に
出
席
し
、
令
和
８
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
望
事
項
を
説
明

 

11
日 

▽ 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
出
席
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望
事
項
を
説
明

 

12
日 

▽ 

自
民
党
団
体
総
局
運
輸
・
交
通
関
係
団
体
委
員
会
（
滝
波
宏
文
委
員
長
）・
国
土
交
通
部
会
（
加
藤
鮎
子
部
会
長
）
合
同

の
「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
（
陸
運
・
空
運
）」
に
出
席
し
、
令
和
８
年
度
税
制
改
正
等
に
関
す
る
要
望

事
項
を
説
明

 

12
月 

４
日 

▽ 

第
２
１
３
回
「
理
事
会
」
を
開
催
（
写
真
⑭
）

 

18
日 

▽ 

２
０
２
５
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
７
２
２
７
事
業
所
の
認
定
を
発
表

 

19
日 

 

▽ 

２
０
２
５
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
42
事
業
者
の
認
定
を
発
表

 

27
日 

▽ 

国
交
省
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て
運
行
管
理
を
高
度
化
し
、
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
運
行

管
理
者
の
負
担
軽
減
・
働
き
方
改
革
・
業
務
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の
、
令
和
７
年
度
第
１
回
「
運
行
管
理
高
度

化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
開
催

７
月 

４
日 

▽ 

国
交
省
、
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
「
10
年
総
括
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
。
発
足
（
平
成
26
年
）
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
、
58
件
の
重
大
事
故
を
分
析
し
、
今
後
の
方
向
性
を
総
括
。
今
後
、
国
の
施
策
と
連
携
し
た
調

査
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
収
集
を
強
化
へ

８
月 

５
日 

▽ 

国
交
省
、「
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
」
調
査
報
告
書
の
啓
発
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン

タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
開
始

 

７
日 

▽ 

国
交
省
、
通
達
「
事
業
者
間
遠
隔
点
呼
を
実
施
す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
輸
送
の
安
全
に
関
す
る
業
務

の
管
理
の
受
委
託
に
つ
い
て
」
お
よ
び
通
達
「『
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い

て
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
事
業
者
間
遠
隔
点
呼
・
業
務
前
自
動
点
呼
が
実
施
可
能
に

 

21
日 

▽ 

日
本
鉄
鋼
連
盟
（
今
井
正
会
長
）、「
持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
・
効
率
化
の
た
め
の
鋼
材
物
流
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

 

25
日 

▽ 

国
交
省
、
中
野
洋
昌
国
交
大
臣
名
で
全
ト
協
に
対
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
に

関
す
る
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
要
請

 

29
日 

▽ 

国
交
省
、「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
を
公
布
。
特
定
事
業
者
の
指
定
基
準
を
省
令
で
明
確
化
し
た
ほ
か
、
特

定
事
業
者
の
中
長
期
計
画
義
務
、
物
流
統
括
管
理
者
の
選
任
義
務
（
荷
主
）、
特
定
事
業
者
へ
の
勧
告
・
命
令
制
度

に
つ
い
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

９
月 

１
日 

▽ 

国
交
省
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
許
可
や
整
備
管
理
者
・
運
行
管
理
者
の
選
任
届
出
等
の
自
動
車
運
送
事
業
に
関

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
付
を
段
階
的
に
開
始

 

10
日 

▽ 

公
正
取
引
委
員
会
、
東
京
都
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ど
に
販
売
す
る
軽
油
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
不
正
に

引
き
上
げ
る
な
ど
の
カ
ル
テ
ル
を
結
ん
だ
疑
い
が
強
ま
っ
た
と
し
て
、
石
油
製
品
販
売
会
社
８
社
に
独
占
禁
止
法

違
反
（
不
当
な
取
引
制
限
）
容
疑
で
犯
則
調
査

10
月 

３
日 

▽ 

国
交
省
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
踏
切
事
故
の
発
生
を
受
け
、
全
ト
協
に
対
し
通
達
「
鉄

道
車
両
と
の
衝
突
事
故
防
止
の
徹
底
に
つ
い
て
」
を
発
出

 

21
日 

▽ 

金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
が
国
交
大
臣
に
就
任

 

28
日 

▽ 

国
交
省
・
公
取
委
、
東
京
都
内
で
過
去
最
大
規
模
の
「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
合
同
荷
主
パ
ト
ロ
ー
ル
」

（
写
真
⑬
）
を
実
施
（
〜
29
日
）

 

29
日 

▽ 

東
日
本
高
速
道
路
㈱
・
中
日
本
高
速
道
路
㈱
・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
、
高
速
道
路
の
深
夜
割
引
見
直
し
時
期
を
「
令

和
８
年
度
以
降
」
と
発
表

11
月 

５
日 

▽ 

自
民
党
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
維
新
の
会
、
国
民
民
主
党
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
の
６
党
が
、
軽
油
引
取
税
・

ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
廃
止
す
る
こ
と
で
正
式
に
合
意

 

７
日 

▽ 

国
交
省
、「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
効
率
化
等
に
向
け
た
検
討
会
」
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
①
多
様
な
受
取
方
法

の
普
及
・
浸
透
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
の
変
革
、
②
地
域
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
に
向
け
た
環

境
整
備
、
③
地
域
の
配
送
等
に
お
け
る
新
た
な
輸
送
手
段
の
活
用
と
次
世
代
産
業
と
し
て
の
展
開
―
―
を
提
言

 

28
日 

▽ 

「
租
税
特
別
措
置
法
及
び
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
第
２
１
９
回
国
会
（
臨
時
会
）
参
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
成
立
。
ガ
ソ
リ
ン
税
（
揮

発
油
税
＋
地
方
揮
発
油
税
）
の
暫
定
税
率
は
12
月
31
日
、
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
は
令
和
８
年
４
月
１
日
で
廃

止

12
月 

15
日 
▽ 
与
野
党
各
会
派
、
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
制
度
の
維
持
に
向
け
「
運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
衆
議
院
に
提
出

⑭ ⑫⑬

⑩⑪

トラック業トラック業年
表

令和７年令和７年

⑨ ⑧
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写
真
は
︑﹃
物
の
な
が

れ
﹄
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

映
画
の
１
シ
ー
ン
で
あ
る
︒

こ
の
映
画
は
日
本
通
運
㈱

が
企
画
し
た
Ｐ
Ｒ
映
画

（
㈱
日
本
映
画
社
製
作
）

で
︑
昭
和
23
年
12
月
か
ら

翌
年
２
月
に
か
け
て
撮
影

さ
れ
た
︒
鉄
道
の
貨
物
輸

送
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
は

じ
め
︑
港
湾
や
倉
庫
︑
国

際
航
空
貨
物
輸
送
の
現
場

の
光
景
ま
で
︑
戦
後
間
も

な
い
こ
の
時
代
の
様
々
な

輸
送
の
よ
う
す
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
︒
ま
だ﹁
物
流
﹂

と
い
う
日
本
語
が
存
在
し

な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
︑

﹁
物
流
﹂
に
通
ず
る
映
画

の
タ
イ
ト
ル
は
一
種
の
偶

然
と
い
え
る
︒

　

こ
の
映
画
の
見
せ
場
の

ひ
と
つ
が
︑
名
古
屋
か
ら

東
京
ま
で
の
東
海
道
（
国

道
１
号
線
）
を
疾
走
す
る

大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
走
行

シ
ー
ン
で
あ
る
︒
こ
の
時

代
︑
戦
災
の
影
響
で
鉄
道

の
貨
車
不
足
が
著
し
く
︑

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
基
づ
く

運
輸
省
（
現
・
国
土
交
通

省
）
の
方
針
を
受
け
︑
通

運
事
業
者
で
あ
っ
た
日
通

も
昭
和
23
年
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
鉄
道
の
代
替
輸

送
に
進
出
し
た
︒
映
画
で

は
︑
大
型
の
セ
ミ
・
ト
レ

ー
ラ
ー
が
名
古
屋
・
笹
島

を
出
発
し
︑
天
竜
川
を
越

え
︑
由
比
の
海
岸
沿
い
を

走
り
抜
け
︑
夜
通
し
走
行

し
て
夜
が
明
け
︑
芦
ノ
湖

に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
写
真

の
シ
ー
ン
と
な
る
︒
こ
の

車
両
（
写
真
左
）
は
︑
日

野
ヂ
ー
ゼ
ル
工
業
㈱
（
現

・
日
野
自
動
車
㈱
）
が
戦

時
中
の
軍
用
大
型
車
両
用

エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
昭
和

21
年
に
製
造
し
た
ト
レ
ー

ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
後
継
車

で
︑
新
た
な
エ
ン
ジ
ン
を

搭
載
し
た
Ｔ
13
・
Ｔ
23
型

（
10
~
15
㌧
積
み
）
と
思

わ
れ
る
︒
人
身
事
故
を
避

け
る
た
め
歩
道
が
よ
く
見

え
る
よ
う
に
と
左
ハ
ン
ド

ル
に
な
っ
て
お
り
︑
映
画

で
も
そ
の
様
子
が
確
認
で

き
る
︒

　

ロ
ケ
の
記
録
に
よ
る
と
︑

写
真
の
シ
ー
ン
は
東
京
か

ら
や
っ
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク

（
写
真
右
）
と
の
﹁
連
絡

交
換
﹂
と
あ
る
︒
東
京
ま

で
１
０
０
㌔
㍍
ほ
ど
の
場

所
で
あ
り
︑
こ
れ
は
運
転

手
が
交
代
し
た
わ
け
で
は

な
く
︑
便
同
士
が
す
れ
違

い
︑
互
い
に
運
行
状
況
を

確
認
す
る
た
め
に
情
報
交

換
を
し
て
い
た
よ
う
だ
︒

ト
レ
ー
ラ
ー
は
そ
の
ま
ま

走
り
続
け
︑
大
船
︑
横
浜

を
経
て
多
摩
川
を
越
え
︑

東
京
・
人
形
町
の
集
荷
所

に
至
る
︒
名
古
屋
・
東
京

間
を
約
20
時
間
で
結
ん
だ

と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
︒

　

こ
の
映
画
が
製
作
さ
れ

た
翌
年
︑昭
和
25
年
に
は
︑

西
濃
ト
ラ
ッ
ク
㈱
（
現
・

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
）
が
︑
５
０
１
㌔

㍍
以
上
の
長
距
離
輸
送
と

し
て
は
初
め
て
の
路
線
運

行
を
東
京
・
大
阪
間
（
６

１
０
㌔
㍍
）
で
開
始
︑
以

後
︑
各
社
の
路
線
ト
ラ
ッ

ク
網
は
全
国
に
広
が
り
︑

昭
和
30
年
代
半
ば
以
降

（
１
９
６
０
年
代
）
に
は

長
距
離
路
線
数
も
拡
大
し

て
い
く
︒こ
の
映
画
で
は
︑

復
興
期
に
産
声
を
上
げ
た

戦
後
の
定
期
便
ト
ラ
ッ
ク

運
行
の
よ
う
す
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
視
聴

可
能
な
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
︒

東海道を行く定期便トレーラーの連絡交換　昭和24年（1949）1月18日　箱根峠付近東海道を行く定期便トレーラーの連絡交換　昭和24年（1949）1月18日　箱根峠付近

特
別
企
画

「
物
流
写
真
帖　

第
３
回
」

物
流
博
物
館
　
学
芸
員
　
玉
井
　
幹
司
氏

「
昭
和
１
０
０
年　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
振
り
返
る
」

「
昭
和
１
０
０
年　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
振
り
返
る
」

物流博物館ホームページ
映像資料『物のながれ』

　
昭
和
１
０
０
年
を
迎
え
た
今
年
、

時
代
を
運
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
た
ち
の
姿

を
写
真
で
辿
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
を

全
６
回
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
轍わ

だ
ち

に
刻
ま
れ
た
記
憶
と
と
も
に
、
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
風
景
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

㈱
丸
二
運
送
は
︑
食
品
メ

ー
カ
ー
か
ら
主
に
東
海
３
県

の
問
屋
や
大
手
ス
ー
パ
ー
︑

物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
３
温

度
帯
対
応
で
食
品
配
送
を
行

っ
て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

近
年
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

健
康
起
因
事
故
が
増
加
傾
向

に
あ
り
︑
そ
う
し
た
事
故
の

報
道
を
目
に
す
る
た
び
に
︑

二
村
社
長
は
従
業
員
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
︒
二
村
社
長

は
﹁
従
業
員
に
長
く
︑
健
康

で
働
き
続
け
て
も
ら
う
こ
と

は
会
社
の
発
展
に
繋
が
る
﹂

と
考
え
︑
令
和
３
年
に
健
康

経
営
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

意
し
た
︒

　

同
社
で
は
ま
ず
︑
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
を

図
る
た
め
に
︑
健
康
診
断
の

結
果
二
次
検
診
が
必
要
と
さ

れ
た
従
業
員
に
対
し
て
は﹁
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
﹂
を
渡
し
て

受
診
を
促
す
と
と
も
に
︑
特

定
保
健
指
導
の
導
入
を
始
め

た
︒
特
定
保
健
指
導
は
︑
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

リ
ス
ク
が
高
い
40
歳
以
上
の

人
に
対
し
︑
保
健
師
等
が
生

活
習
慣
改
善
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
︑

健
康
づ
く
り
に
繋
げ
る
も
の

で
あ
る
︒
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の

強
化
に
よ
っ
て
︑
同
社
で
は

二
次
検
診
・
特
定
保
健
指
導

と
も
に
受
診
率
１
０
０
％
を

誇
っ
て
い
る
︒

　

同
社
に
は
︑
糖
尿
病
の
診

断
を
受
け
︑
特
定
保
健
指
導

を
受
け
て
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー

が
い
た
︒
産
業
医
と
の
面
談

で
︑﹁
治
療
に
よ
り
改
善
が

み
ら
れ
れ
ば
︑
乗
務
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
聞
い

た
当
該
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
心

を
入
れ
替
え
て
生
活
習
慣
の

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

意
︒
産
業
医
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
︑﹁
１
日
の
摂

取
カ
ロ
リ
ー
に
上
限
を
設
け

る
﹂︑﹁
食
事
は
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
﹂︑﹁
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
心
が
け
る
﹂︑﹁
運

動
習
慣
を
身
に
付
け
る
﹂
︱

︱
な
ど
の
対
策
に
果
敢
に
取

り
組
ん
だ
結
果
︑
短
期
間
の

う
ち
に
体
重
が
減
少
す
る
と

と
も
に
︑
血
糖
値
も
大
幅
に

改
善
し
た
︒
健
康
的
に
な
っ

た
当
該
ド
ラ
イ
バ
ー
の
姿
に

同
僚
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
大

き
な
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
︒

　
﹁
当
該
ド
ラ
イ
バ
ー
が
糖

尿
病
の
改
善
を
目
指
し
て
︑

病
院
で
の
治
療
と
と
も
に
生

活
習
慣
の
改
善
に
一
生
懸
命

　

同
社
で
は
昨
年
か
ら
︑
保

険
会
社
の
健
康
づ
く
り
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
て
︑
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
踏
み
切

っ
て
い
る
︒

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
平

成
27
年
に
︑
常
時
50
人
以
上

の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る

企
業
に
義
務
化
さ
れ
た
一
方
︑

労
働
者
数
50
人
未
満
の
小
規

模
事
業
場
で
は
努
力
義
務
と

さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
近

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
︑
他
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
前
向
き
な

気
持
ち
の
連
鎖
が
あ
り
ま
し

た
︒
生
活
習
慣
改
善
成
功
例

を
社
内
に
共
有
す
る
こ
と

で
︑
健
康
対
策
の
底
上
げ
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
井
元
康
貴
管
理
部
主
任
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
従
業
員

の
健
康
づ
く
り
を
後
押
し
す

る
た
め
︑
従
業
員
に
年
に
１

度
﹁
行
動
目
標
﹂（
写
真
）

を
設
定
さ
せ
て
い
る
︒
こ
れ

は
︑
健
診
受
診
後
に
設
定
さ

せ
て
い
る
も
の
で
︑﹁
６
か
月

後
の
目
標
体
重
﹂︑﹁
健
康
状

態
﹂︑﹁
食
事
・
飲
酒
﹂︑﹁
運

動
﹂︑﹁
禁
煙
・
喫
煙
﹂
に
つ

い
て
行
動
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
で
︑
従
業
員
に
健
康
づ

く
り
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫

で
あ
る
︒

年
精
神
障
害
の
労
働
災
害
支

給
決
定
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
り
︑
ま
た
小
規
模
事
業
場

に
お
い
て
も
多
数
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
事
業
場
規

模
に
か
か
わ
ら
ず
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
︒
令
和
７
年
の
労
働
安

全
衛
生
法
改
正
に
伴
い
︑
小

規
模
事
業
場
で
も
10
年
度
ま

で
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
の
実
施
に
際
し
て
国
が

推
奨
し
て
い
る
57
項
目
の
質

問
票
（
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡

易
調
査
票
）
に
つ
い
て
︑
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
回
答
し
て

も
ら
う
し
く
み
を
導
入
し
て

い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
受
診

者
は
10
分
ほ
ど
で
回
答
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
回
答

終
了
後
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
画
面
に
簡
易
的
な
結
果

が
表
示
さ
れ
︑
自
身
の
ス
ト

レ
ス
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒
ま
た
︑
集
団
分

析
を
行
い
︑
職
場
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
要
因
を
評
価
す
る

こ
と
で
職
場
環
境
の
改
善
に

繋
げ
て
い
る
︒
な
お
︑
高
ス

ト
レ
ス
者
に
対
し
て
は
産
業

医
に
よ
る
面
接
指
導
を
行

い
︑
そ
の
結
果
を
受
け
て
就

業
上
の
措
置
や
職
場
環
境
の

改
善
を
行
う
こ
と
と
な
る

が
︑
同
社
で
は
高
ス
ト
レ
ス

者
は
出
て
い
な
い
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
令
和
３
年
に

健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健

保
連
）
愛
知
連
合
会
の
﹁
健

康
宣
言
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
所
﹂

に
認
定
以
来
︑
様
々
な
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
︒
４
年
か
ら
は
﹁
健
康
経

営
優
良
法
人
﹂
認
定
を
連
続

し
て
受
け
る
と
と
も
に
︑
７

年
に
は
中
小
規
模
法
人
部
門

の
上
位
５
０
０
位
ま
で
の
企

業
に
適
用
さ
れ
る
﹁
ブ
ラ
イ

ト
５
０
０
﹂
認
定
を
受
け
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
の
グ
ル
ー
プ

会
社
と
し
て
︑
同
社
と
同
じ

く
食
品
配
送
を
手
が
け
る
丸

輪
運
送
㈱
（
愛
知
県
名
古
屋

市
︑二
村
明
男
代
表
取
締
役
）

で
も
︑
同
社
と
足
並
み
を
揃

え
て
従
業
員
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
︒
そ
の
結
果
︑
丸
輪

運
送
も
７
年
に
﹁
ブ
ラ
イ
ト

５
０
０
﹂
を
獲
得
し
て
い
る
︒

　
﹁
健
康
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
︑
健
康
づ
く
り
に

対
し
て
意
識
を
向
け
よ
う
と

し
な
い
従
業
員
も
み
ら
れ
ま

し
た
︒
こ
う
し
た
従
業
員
た

ち
を
︑
い
か
に
し
て
健
康
へ

の
取
り
組
み
に
繋
げ
て
い
け

　
﹁
将
来
的
に
小
規
模
事
業

者
に
対
し
て
も
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る

中
に
お
い
て
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
回
答
で
き
る
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
は
会
社
に
と
っ
て
負

担
感
な
く
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
︑
当
社
の
よ
う

な
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て

も
取
り
入
れ
や
す
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
詳
細
な
結
果
は
︑
後
日

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
形
で

従
業
員
に
そ
れ
ぞ
れ
見
て
も

ら
う
た
め
︑
従
業
員
に
と
っ

て
は
自
身
の
ス
ト
レ
ス
へ
の

気
づ
き
の
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂

（
井
元
主
任
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
自
社
の

具
体
的
な
健
康
課
題
把
握
と

効
果
検
証
を
目
的
に
︑
昨
年

か
ら
年
に
１
度
︑
従
業
員
に

対
し
﹁
健
康
習
慣
ア
ン
ケ
ー

ト
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒
こ

る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
早
期

発
見
に
繋
が
る
二
次
検
診
受

診
に
際
し
て
の
補
助
制
度
を

導
入
し
た
り
︑誕
生
日
に
﹃
健

康
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
﹄
を
贈
る

な
ど
︑
様
々
な
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
﹂（
井
元
主
任
）

　
﹁
従
業
員
が
安
心
し
て
働

け
る
職
場
づ
く
り
こ
そ
が
企

業
の
礎
に
な
る
と
の
考
え
の

下
︑
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

健
康
づ
く
り
対
策
に
加
え
て

新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
︑

従
業
員
が
健
康
で
︑
幸
福
感

を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き

る
会
社
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
二
村
社
長
）

（
取
材
協
力
）
㈱
丸
二
運
送

　

二
村
明
男
代
表
取
締
役
、

井
元
康
貴
管
理
部
主
任

取
り
組
み
を
始
め
た
︒
こ
れ

は
︑
同
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

時
期
で
あ
る
７
月
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
︑
運
行
出
発

時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
を
３
本
ず
つ
持
た
せ
︑

食
事
の
際
な
ど
に
飲
ん
で
も

ら
う
こ
と
で
必
要
な
栄
養
補

　

同
社
で
は
か
つ
て
は
長
時

間
労
働
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多

く
︑離
職
率
も
高
か
っ
た
が
︑

﹁
安
心
し
て
長
く
働
け
る
職

場
﹂
を
目
指
し
て
︑
数
年
か

け
て
労
働
時
間
の
見
直
し
を

進
め
る
と
と
も
に
︑
完
全
週

休
２
日
制
の
導
入
に
も
踏
み

切
っ
た
︒
こ
う
し
た
労
働
環

境
の
改
善
に
よ
り
︑
従
業
員

の
定
着
率
が
向
上
し
︑
職
場

の
雰
囲
気
も
安
定
し
て
い
る

と
い
う
︒

　

健
康
経
営
を
実
現
し
て
い

給
の
サ
ポ
ー
ト
に
繋
げ
る
も

の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
同
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
︑
従
業
員

の
喫
煙
率
は
30
％
弱
で
︑
昨

年
度
と
比
べ
大
き
な
変
化
が

な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
︒

同
社
で
は
︑
事
務
所
内
を
禁

煙
に
す
る
な
ど
分
煙
対
策
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
︑
禁
煙
治

療
費
の
補
助
を
行
う
な
ど
︑

喫
煙
率
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
︒

く
た
め
に
は
︑
身
体
的
な
健

康
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
︑

人
と
の
繋
が
り
や
心
の
充
実

も
欠
か
せ
な
い
︒同
社
で
は
︑

従
業
員
同
士
が
自
然
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
に
︑
実
施
を
取
り
止
め

て
い
た
研
修
旅
行
を
昨
年
復

活
︒
昨
年
は
淡
路
島
を
︑
そ

し
て
今
年
は
京
都
を
訪
れ
た
︒

　

ま
た
︑
３
年
ほ
ど
前
か
ら

バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム
ナ
ゴ
ヤ

の
シ
ー
ズ
ン
シ
ー
ト
を
購
入
︒

同
僚
や
家
族
と
プ

ロ
野
球
観
戦
を
楽

し
む
こ
と
で
︑
余

暇
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
︒

　

な
お
︑
様
々
な

福
利
厚
生
制
度
の

導
入
に
際
し
て

は
︑
二
村
社
長
が

従
業
員
と
の
面
談

の
際
に
要
望
を
聞

き
︑
そ
れ
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
で
︑

従
業
員
に
と
っ
て

居
心
地
の
い
い
職

場
づ
く
り
に
繋
げ

て
い
る
︒

れ
も
︑
保
険
会
社
が
提

供
し
て
い
る
健
康
づ
く

り
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
︑

従
業
員
の
健
康
づ
く
り

へ
の
意
識
を
把
握
す
る

こ
と
で
新
た
な
取
り
組

み
へ
の
ヒ
ン
ト
に
も
な

る
と
い
う
︒

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
︑
同
社
で
は
﹁
食
生

活
へ
の
関
心
が
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
が
多
い
﹂
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
︒
そ
れ
を
踏
ま
え
︑

同
社
で
は
﹁
ち
ょ
い
足

し
ベ
ジ
週
間
﹂
と
い
う

株式会社丸二運送
会社所在地	 愛知県名古屋市港区明正 2-223
資本金	 4,500 万円
創　業	 昭和 28 年 8月
従業員数	 41 人（うちドライバー３５人）
車両数	 41 台

二村　明男
代表取締役

二
次
検
診
・
特
定
保
健
指
導
受
診
を
強
化

生
活
習
慣
改
善
へ
の
実
体
験
を
社
内
で
共
有

第
30
回  

株
式
会
社
丸
二
運
送
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

　
従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
は
、
会
社
の
事
業

を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最

も
重
要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年

我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が
多
発
し

て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
な
ど
、
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
、

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

は
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
企
画
で
は
、「
健
康
職
場

づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
株
式

会
社
丸
二
運
送（
二
村
明
男
代
表
取
締
役
）

に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

健
康
で
幸
福
感
を
も
ち
な
が
ら
働
け
る
会
社
へ

健
康
で
幸
福
感
を
も
ち
な
が
ら
働
け
る
会
社
へ

新
た
な
施
策
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
実
効
性
を
高
め
る

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

義
務
化
に
先
駆
け
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

新
た
な
取
り
組
み
に
繋
げ
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

労
働
環
境
改
善
に
よ
り
職
場
の
雰
囲
気
が
安
定

従
業
員
の
要
望
に
応
え
な
が
ら
福
利
厚
生
充
実
へ

従
業
員
の
健
康
維
持
へ
の
取
り
組
み
継
続
へ

持
続
可
能
性
を
高
め
る
様
々
な
施
策
推
進

同社では、小規模事業場へのストレスチェック実施義務化に先立ち、スマート
フォンを活用したストレスチェックの実施に踏み切っている

kkccaall

kkccaall

①①にに数数値値目目標標をを記記入入しし、、②②～～⑤⑤のの各各項項目目ににつついいてて、、
そそれれぞぞれれ１１つつ以以上上のの取取りり組組みみをを選選んんでで実実施施ししままししょょうう。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②②　　　　健健康康状状態態ののチチェェッッククににつついいてて

　　　　　　１１　　　　体体重重ままたたはは腹腹囲囲をを毎毎日日測測定定しし、、記記録録すするる

　　　　　　２２　　　　血血圧圧ををチチェェッッククしし、、記記録録すするる

体体重重  11  kkgg  減減ららすすたためめににはは  77,,000000  kkccaall  のの消消費費がが必必要要でですす。。
入入力力欄欄（（四四角角））をを埋埋めめてて、、

11日日にに減減ららすすべべききカカロロリリーーをを計計算算ししままししょょうう！！

①①　　数数値値目目標標  〇〇㎏㎏減減 ※※現現状状維維持持のの場場合合ははゼゼロロをを記記入入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①①　　　　６６カカ月月後後のの目目標標体体重重をを設設定定ししよようう！！

ｋｋgg

÷÷66ヶヶ月月間間÷÷3300日日＝＝

✕✕　　７７００００００kkccaall　　＝＝

　　　　　　４４　　　　カカロロリリーー表表示示をを確確認認ししてて食食品品をを選選ぶぶ

　　　　　　５５　　　　33食食ききちちんんとと食食べべるる

　　　　　　６６　　　　加加糖糖ココーーヒヒーーををブブララッッククココーーヒヒーーににすするるななどど、、甘甘いい飲飲みみ物物をを控控ええるる

　　　　　　７７　　　　主主食食・・主主菜菜・・副副菜菜ををそそろろええ、、ババラランンススののととれれたた食食事事をを心心ががけけるる

11日日にに減減ららすすべべききカカロロリリーー

　　　　　　２２　　　　喫喫煙煙本本数数をを  11日日（（　　　　　　　　））本本以以下下にに減減ららすす

　　　　　　３３　　　　喫喫煙煙ししてていいなないい

氏氏名名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④④　　　　運運動動ににつついいてて

　　　　　　１１　　　　（（　　　　　　））分分ウウォォーーキキンンググをを行行うう：：　　毎毎日日　　・・　　週週（（　　　　　　））日日　　・・　　休休日日

　　　　　　２２　　　　11日日（（　　　　　　　　　　　　））歩歩以以上上歩歩くくよよううににすするる

　　　　　　３３　　　　階階段段をを意意識識ししてて利利用用すするる

　　　　　　４４　　　　週週にに  ３３回回以以上上、、2200分分以以上上のの運運動動  をを行行うう

　　　　　　５５　　　　毎毎日日  スストトレレッッチチをを５５分分以以上上  続続けけるる

　　　　　　６６　　　　座座っったたままままででももででききるる体体操操ををすするる

　　　　　　７７　　　　週週にに  22回回以以上上、、55〜〜1100分分間間筋筋トトレレをを行行うう

　　　　　　８８　　　　（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

健健康康にに関関すするる行行動動目目標標をを設設定定ししよようう！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤⑤　　　　禁禁煙煙・・喫喫煙煙ににつついいてて

　　　　　　１１　　　　禁禁煙煙にに挑挑戦戦すするる

　　　　　　８８　　　　就就寝寝前前２２～～３３時時間間のの飲飲食食をを控控ええるる

　　　　　　９９　　　　揚揚げげ物物をを選選ぶぶ回回数数をを減減ららすす

　　　　１１００　　　　野野菜菜かからら先先にに食食べべるる（（野野菜菜→→タタンンパパクク質質→→主主食食））
　　　　１１１１　　　　週週にに（（　　　　　　））回回休休肝肝日日をを作作るる

　　　　１１２２　　　　11回回のの飲飲酒酒でで  アアルルココーールル量量ををビビーールル中中瓶瓶（（約約550000mmLL））11本本以以下下  にに抑抑ええるる

　　　　１１３３　　　　（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③③　　　　食食事事・・飲飲酒酒ににつついいてて

　　　　　　１１　　　　白白飯飯のの量量をを減減ららすす　　　　（（茶茶碗碗11杯杯ののごご飯飯ののカカロロリリーーはは、、おおよよそそ223344キキロロカカロロリリーー））

　　　　　　２２　　　　よよくく噛噛んんでで食食べべ、、早早食食いいををししなないいよようう気気をを付付けけるる　　　　（（よよくく噛噛んんでで食食べべるる目目安安はは一一口口3300回回））

　　　　　　３３　　　　間間食食をを控控ええ、、糖糖分分・・脂脂質質のの摂摂りりすすぎぎをを防防ぐぐ　　　　（（目目安安量量::スステティィッッククシシュュガガーー約約88本本分分））

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
栄
養
補

給
の
サ
ポ
ー
ト
に
繋
げ
る
「
ち
ょ
い
足
し
ベ

ジ
週
間
」

従
業
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
充
実
を
図
る

た
め
に
、
研
修
旅
行
を
復
活
さ
せ
た
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初夢アプリ…「馬」＋「富士山」と入力して枕の下に敷いておくと………!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜徐行編〜
 【解 答】2面に問題

❶ ×（法第2条第20号）徐行とは、車
両等が直ちに停止できるような速度
で進行することと定義されている。
❷ ○（法第9条）車両は、歩行者用
道路を許可を受けて通行するとき
は、特に歩行者に注意して徐行しな
ければならないと定められている。
この場合、歩行者がいなくても徐行
しなければならない。
❸ ×（法第31条）路面電車に乗降
する者がいない場合において当該
路面電車の左側に当該路面電車か
ら1.5メートル以上の間隔を保つこ
とができるときは、徐行して当該路
面電車の左側を通過することができ
ると定められており、徐行が義務付
けられている。

❹ ×（法第71条第2号の3）児童や
幼児の乗降のため停止している通
学通園バスの側方を通過するとき
は、徐行して安全を確かめなければ
ならないと定められているが、「追越
しのため」「追抜きのため」といっ
た限定条件がないので、反対方向か
ら進行して側方を通過することにな
る車両等にも徐行義務が適用され
ると解される。
❺ ○（教則第5章第3節 歩行者の
保護など3）身体障害者用の車で通
行している人がいる場合や白や黄の
つえを持った人が歩いている場合に
は、一時停止か徐行をして、これら
の人が安全に通れるようにしなけれ
ばならない。

①
金
銭
の
損
失

　

取
引
先
な
ど
か
ら
預
か
っ

た
機
密
情
報
や
個
人
情
報
を

万
一
漏
え
い
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
︑
取
引
先
や
顧
客
な

ど
か
ら
損
害
賠
償
請
求
を
受

け
る
な
ど
︑
大
き
な
経
済
的

損
失
を
被
る
こ
と
に
な
り
ま

す
︒

　

一
方
︑
こ
う
し
た
損
害
賠

　

多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ

て
︑
い
き
な
り
精
巧
な
対
策

を
開
始
す
る
の
は
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
︒﹁
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
５
か
条
﹂（
別

掲
）
で
は
︑
企
業
の
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
︑
必
ず
実
行
す

べ
き
重
要
な
対
策
を
５
か
条

に
ま
と
め
て
い
ま
す
︒

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
伴
い
様
々
な
脅
威
が
現

れ
︑
攻
撃
者
の
手
口
は
年
々

巧
妙
か
つ
悪
質
に
な
っ
て
い

ま
す
が
︑
対
策
に
は
共
通
す

る
部
分
が
あ
り
ま
す
︒
同
５

か
条
は
︑
共
通
す
る
基
本
的

な
対
策
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
の
で
︑
必
ず
実
行
し
ま
し

ょ
う
︒

シ
ス
テ
ム
に
事
故
が
発
生
し
︑

使
用
で
き
な
く
な
る
と
︑
営

業
機
会
の
損
失
な
ど
に
よ

り
︑
業
務
が
停
滞
し
て
し
ま

い
ま
す
︒
そ
れ
ば
か
り
か
︑

中
核
と
な
る
事
業
を
支
え
て

い
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
場
合

は
︑
事
業
そ
の
も
の
の
停
止

や
取
引
先
へ
の
影
響
も
余
儀

な
く
さ
れ
︑
企
業
の
存
続
に

も
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
︒

④
従
業
員
へ
の
影
響

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
不
備
を
悪
用
し
た
内
部
不

正
が
容
易
に
行
え
る
よ
う
な

職
場
環
境
は
︑
従
業
員
の
モ

ラ
ル
低
下
を
招
く
要
因
と
な

り
ま
す
︒
ま
た
︑
従
業
員
の

個
人
情
報
が
適
切
に
保
護
さ

れ
な
け
れ
ば
︑
従
業
員
か
ら

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
︒

償
な
ど
に
よ
る
損
失
だ
け
で

な
く
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
に
関
連
し
た
不
正

送
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
不
正
利
用
な
ど
で
︑
直
接

的
な
損
失
を
被
る
企
業
の
数

も
増
え
て
い
ま
す
︒

②
顧
客
の
喪
失

　

重
要
な
情
報
に
関
す
る
事

故
を
発
生
さ
せ
る
と
︑
そ
の

原
因
が
何
で
あ
れ
︑
事
故
を

起
こ
し
た
企
業
に
対
す
る
管

理
責
任
が
問
わ
れ
︑
社
会
的

評
価
は
低
下
し
ま
す
︒

　

大
手
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
位
置
す
る
企

業
の
場
合
は
︑
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
き
た
受
注
が
停
止
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
︒

③
事
業
の
停
止

　

事
業
運
営
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
が
進
む
中
︑
情
報

第
１
回

1
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
怠
る
こ
と
で
企
業
が
被
る
不
利
益

攻
撃
の
巧
妙
化
・
悪
質
化
な
ど
に
よ
り

攻
撃
の
巧
妙
化
・
悪
質
化
な
ど
に
よ
り

事
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も

事
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も

2
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
５
か
条
」
と
は
？

業
務
に
不
可
欠
な
機
密
情
報
を
守
る
た
め
に

業
務
に
不
可
欠
な
機
密
情
報
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
徹
底
す
る

で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
徹
底
す
る

　
中
小
企
業
等
で
は
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
が

進
む
一
方
で
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
手
法
の

巧
妙
化
・
悪
質
化
な
ど
に
よ
り
、
事
業

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
構
成
す
る
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

発
注
元
企
業
へ
の
標
的
型
攻
撃
の
足
掛

か
り
と
さ
れ
る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
早
急
な
対
策
実
施
が
必
須
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、（
独
）
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
ま
と
め
た
「
中
小

企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
も
と
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

Ｉ
Ｐ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

で
す
。

年末年始の長期休暇に向けて年末年始の長期休暇に向けて
情報セキュリティ対策の徹底を情報セキュリティ対策の徹底を
　年末年始など長期休暇の時期は、システム管
理者が長期間不在になるなど、いつもとは違う
状況になりがちです。このような状況でセキュ
リティインシデントが発生した場合は、対応に
遅れが生じたり、想定していなかった事象へと
発展したりすることにより、思わぬ被害が発生
し、長期休暇後の業務継続に影響が及ぶ可能性
があります。
　IPA では、このような事態とならないよう、
①個人の利用者、②企業や組織の利用者、③企
業や組織の管理者――に対して
講じるべき対策をまとめていま
す。対策の詳細は、IPA ホームペ
ージ（二次元コード）を確認して
ください。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
負
け
な
い
運
送
事
業
者
を
目
指
し
て

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
負
け
な
い
運
送
事
業
者
を
目
指
し
て

「
中
小
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
情
報
処
理
推
進
機
構

「
中
小
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
情
報
処
理
推
進
機
構  

第
３
・
１
版
）
よ
り

第
３
・
１
版
）
よ
り

情報セキュリティ対策を進めましょう！情報セキュリティ対策を進めましょう！
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おかげさまで40周年

Anniversary40th

2025・12・25

▼
今
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
語
句
の
ひ
と

つ
で
あ
る
﹁
二
季
﹂︒
古
来
よ
り
四

季
の
移
ろ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
馳
せ
て
き
た
日
本
人
に
と
っ

て
︑
春
や
秋
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
る
現
実
に
は
︑
驚
き
と
寂

し
さ
が
入
り
混
じ
り
ま
す
︒
新
緑

の
５
月
︑
そ
し
て
晩
秋
の
11
月
は

ほ
ん
の
一
瞬
で
す
が
︑
ま
さ
に
日

本
の
美
し
い
情
景
が
凝
縮
さ
れ
た

季
節
で
す
︒
▼
春
の
４
月
は
︑
新

た
な
旅
立
ち
の
季
節
で
あ
り
︑
こ

れ
か
ら
始
ま
る
人
生
の
船
出
を
祝

う
月
で
す
︒
秋
の
９
月
は
︑
厳
し

い
夏
を
乗
り
越
え
て
穏
や
か
な
気

候
の
中
で
様
々
な
食
を
堪
能
す
る

月
で
も
あ
り
ま
す
︒
春
を
描
い
た

映
画
﹃
早
春
﹄
は
︑
戦
後
の
東
京

を
舞
台
に
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
夫

婦
の
危
機
と
再
生
を
描
い
た
作
品

で
あ
り
︑
秋
を
描
い
た
映
画
﹃
秋

刀
魚
の
味
﹄
は
︑
男
手
ひ
と
つ
で

育
て
た
娘
を
嫁
に
出
す
父
の
気
持

ち
と
︑
嫁
ぐ
娘
の
心
情
を
描
い
た

作
品
で
︑
い
ず
れ
も
小
津
安
二
郎

監
督
の
名
作
で
す
︒
▼
日
本
列
島

が
猛
暑
に
包
ま
れ
︑﹁
早
く
秋
が
来

な
い
も
の
か
﹂
と
呟
い
た
の
も
束

の
間
︒
秋
の
虫
の
鳴
き
声
︑
色
付

く
木
々
の
葉
の
余
韻
に
浸
る
時
間

は
ほ
ん
の
一
瞬
で
し
た
︒
先
日
︑

新
潟
県
へ
上
越
新
幹
線
で
向
か
う

際
に
︑
遠
く
に
雪
化
粧
を
し
た
富

士
山
を
車
窓
に
見
ま
し
た
︒
ほ
ん

の
一
瞬
で
し
た
が
思
わ
ず
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
上

越
新
幹
線
の
上
毛
高
原
駅
を
過
ぎ

全
長
が
約
22
㌔
㍍
の
大
清
水
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
た
先
の
越
後
湯
沢

は
︑
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し

た
︒﹁
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
﹂
と
︑
ま

さ
に
川
端
康
成
﹃
雪
国
﹄
の
冒
頭

に
描
か
れ
た
世
界
を
ま
ざ
ま
ざ
と

体
感
し
ま
し
た
︒
春
夏
秋
冬
が
織

り
成
す
風
景
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
心

に
染
み
入
り
︑
命
の
振
動
を
私
達

に
与
え
て
く
れ
ま
す
︒
▼
明
確
に

四
季
を
持
つ
国
は
︑
主
に
中
緯
度

帯
（
温
帯
）
に
位
置
し
︑
そ
の
代

表
的
な
国
は
︑
日
本
の
ほ
か
韓
国
︑

フ
ラ
ン
ス
︑
ド
イ
ツ
な
ど
が
あ
り

ま
す
︒
▼
12
月
︑
お
鍋
が
恋
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
︒
私
は
郷
愁

を
誘
う
﹁
き
り
た
ん
ぽ
鍋
﹂
が
好

き
で
す
が
︑
こ
れ
も
季
節
が
も
た

ら
す
産
物
で
す
︒
こ
れ
か
ら
も
四

季
の
移
り
変
わ
り
を
︑
鮮
や
か
な

自
然
や
得
難
い
行
事
の
中
で
肌
に

感
じ
な
が
ら
︑
日
々
を
安
寧
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

  

298

︱
︱
貴
社
の
事
業
概
要
に
つ

い
て
。

　

当
社
は
食
品
物
流
に
特
化

し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
お

︱
︱
特
定
技
能
外

国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
受
け
入
れ
に
至

っ
た
経
緯
は
。

　

当
社
で
は
も
と

も
と
︑
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
に
限
ら

ず
︑
業
界
未
経
験

者
や
女
性
・
若
年

り
︑
関
東
・
甲
信
越
・
東
北

を
結
ぶ
共
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
︑
東
日
本
全
域
を

カ
バ
ー
で
き
る
物
流
網
を
整

備
し
て
い
ま
す
︒
毎
日
２
万

５
０
０
０
か
所
を
超
え
る
物

流
拠
点
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
店
舗
に
食
品
を

配
送
し
︑
約
５
０
０
万
人
の

食
生
活
を
担
っ
て
い
る
運
送

会
社
で
す
︒

層
な
ど
誰
も
が
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
し
た
︒

　

令
和
６
年
に
特
定
技
能
の

対
象
分
野
と
し
て
自
動
車
運

送
業
分
野
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
︑
当
社
が
特
定
技

能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用

第
１
号
と
な
り
ま
し
た
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
幅
広
い
方
々
が

活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を
整

備
し
て
い
る
こ
と
を
対
外
的

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
好
機
で

は
な
い
か
と
捉
え
︑
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
に

踏
み
切
り
ま
し
た
︒

︱
︱
登
録
支
援
機
関
の
活
用

に
つ
い
て
。

　

当
社
で
は
︑
グ
ル
ー
プ
会

社
の
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

を
通
じ
て
人
材
派
遣
・
有
料

職
業
紹
介
事
業
・
登
録
支
援

事
業
も
行
っ
て
お
り
︑
特
定

技
能
制
度
開
始
前
か
ら
専
門

性
の
高
い
在
留
資
格
で
あ
る

﹁
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際

業
務
﹂（
技
人
国
）
を
取
得

し
て
い
る
外
国
人
の
採
用
を

行
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

特
定
技
能
外
国
人
を
雇
用

す
る
際
︑
受
入
企
業
に
代
わ

り
登
録
支
援
機
関
に
サ
ポ
ー

ト
を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
︒

　

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
第
１
号
と
な
っ
た
中
国

籍
の
周
鴻
澤
さ
ん
（
別
項
）

の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
︑

自
動
車
運
送
業
に
特
化
し
た

外
国
人
の
採
用
・
就
労
支
援

を
手
が
け
て
い
る
登
録
支
援

機
関
で
あ
る
㈱
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
支
援
機
構（
福
岡
県
）

に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
ま
し

た
︒
日
本
の
大
学
で
経
営
学

を
学
ぶ
た
め
に
留
学
生
と
し

て
来
日
し
て
い
た
周
さ
ん
は
︑

車
の
運
転
に
も
強
い
興
味
を

も
っ
て
い
た
そ
う
で
す
︒
そ
こ

で
︑
特
定
技
能
資
格
取
得
に

向
け
て
︑
同
機
構
の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
南
福
岡
自
動

車
学
校
（
同
）
で
準
中
型
免

許
を
取
得
︒
併
せ
て
︑
同
機

構
か
ら
面
接
対
策
や
ビ
ザ
申

請
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
し

た
︒

　

周
さ
ん
は
︑﹁
特
定
技
能

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
第
１
号

に
な
っ
て
有
名
に
な
り
た
い
﹂

と
い
う
強
い
意
欲
を
も
ち
な

が
ら
︑
特
定
技
能
資
格
取
得

に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
た
と
い
い
ま
す
︒

︱
︱
周
さ
ん
を
受
け
入
れ
る

に
際
し
、
決
め
手
と
な
っ
た
の

は
。

　

当
社
で
は
受
け
入
れ
に
あ

た
り
︑
ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で

面
接
を
行
っ
た
後
︑
管
理
者

と
の
対
面
に
よ
る
面
接
を
実

施
し
︑
人
柄
重

視
で
採
用
し
て

い
ま
す
︒
周
さ

ん
の
︑
真
面
目

で
人
当
た
り
が

い
い
と
こ
ろ
︑

そ
し
て
﹁
日
本

で
の
生
活
基
盤

を
作
る
た
め
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
﹂
と
い
う

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
に
際
し
て

の
取
り
組
み
は
。

　

周
さ
ん
は
６
年
12
月
の
特

定
技
能
１
号
評
価
試
験
（
自

動
車
運
送
業
分
野
）
に
合
格

し
︑
７
年
３
月
末
に
在
留
資

格
許
可
が
下
り
ま
し
た
︒
そ

し
て
︑
同
年
春
に
大
学
を
卒

業
し
︑
４
月
15
日
に
同
社
に

入
社
し
ま
し
た
︒

　

当
社
で
は
特
定
技
能
制
度

た
め
に
３
週
間
ほ
ど
同
乗
研

修
を
続
け
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑

６
月
14
日
に
ひ
と
り
立
ち
し
︑

晴
れ
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
ま
し
た
︒

　

現
在
周
さ
ん
は
︑
地
場
の

食
料
品
輸
送
に
従
事
し
て
い

ま
す
︒
な
お
︑
当
社
は
準
中

型
免
許
で
は
運
転
で
き
な
い

４
㌧
車
を
主
力
と
し
て
い
る

た
め
︑
今
後
は
免
許
取
得
支

援
制
度
を
活
用
し
て
も
ら

い
︑
周
さ
ん
に
中
型
免
許
を

取
得
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒

　

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
営

業
所
で
の
受
け
入
れ
に
際
し

て
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
︑

日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
関

係
を
う
ま
く
築
く
こ
と
が
で

き
る
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒

日
本
人
の
管
理
者
・
ド
ラ
イ

バ
ー
が
﹁
外
国
人
だ
か
ら
﹂

と
特
別
視
す
る
の
で
は
な
く
︑

﹁
日
本
人
﹂︑﹁
外
国
人
﹂
と

い
う
国
籍
の
壁
を
取
り
払
い
︑

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
親

身
に
接
し
て
い
く
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
会
社
や

仲
間
達
へ
の
愛
着
心
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
︒

　

一
方
で
︑
日
本
人
と
外
国

人
と
の
捉
え
方
の
違
い
に
よ

っ
て
︑
管
理
者
が
伝
え
た
い

こ
と
が
伝
わ
り
づ
ら
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒
例
え
ば
︑
管

理
者
が
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

に
あ
る
こ
と
を
教
え
た
後
に
︑

管
理
者
が
﹁
分
か
っ
た
？
﹂

と
尋
ね
る
と
︑﹁
分
か
っ
た
﹂

と
答
え
ま
す
︒
し
か
し
︑
何

が
分
か
っ
た
か
を
説
明
さ
せ

よ
う
と
す
る
と
︑
実
は
教
え

た
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
た
め
に
︑
答
え
に
窮

し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
︒
外
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
教
育
に
あ
た
っ
て

は
︑
理
解
度
を
十
分
確
認
し

な
が
ら
︑
習
熟
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
定
着
に
関
す
る
取

り
組
み
は
。

　

周
さ
ん
は
現
在
︑
営
業
所

か
ら
自
転
車
で
15
分
ほ
ど
の

場
所
に
あ
る
︑
当
社
が
用
意

し
た
寮
で
生
活
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
寮
に
は
︑
周
さ
ん
の
同

僚
と
な
る
日
本
人
ド
ラ
イ
バ

ー
も
住
ん
で
い
ま
す
が
︑
同

僚
の
仲
間
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に
進
ん

で
お
り
︑
雨
の
日
に
は
同
僚

の
自
家
用
車
で
一
緒
に
出
勤

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
ま

た
︑
こ
の
寮
に
は
管
理
人
が

常
駐
し
て
お
り
︑
日
常
生
活

に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は

万
全
で
す
︒

　

ま
た
︑
当
社
で
は
社
内
交

流
促
進
の
観
点
か
ら
︑
営
業

所
ご
と
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
親
睦
会
を
実
施
す
る
な

ど
︑
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
が

孤
立
し
な
い
た
め
の
工
夫
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
︒

っ
て
は
︑
既
に
特
定
技
能
資

格
を
取
得
し
︑
国
内
の
異
業

界
で
働
い
て
い
た
国
内
在
住

外
国
人
を
受
け
入
れ
た
方
が

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
︒

　

な
お
︑
特
定
技
能
１
号
の

在
留
資
格
を
も
つ
外
国
人

は
︑
原
則
と
し
て
通
算
で
５

年
以
内
の
在
留
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
︑
国
内
在
住
外

国
人
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ

て
は
︑
前
職
で
働
い
て
い
た

期
間
も
在
留
期
間
に
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
る
た
め
︑
当
社
で
は

少
な
く
と
も
３
年
半
は
当
社

で
働
く
こ
と
の
で
き
る
方
を

受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
︒

　

当
社
で
は
周
さ
ん
の
他
に
︑

ベ
ト
ナ
ム
人
１
人
が
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
入
社
し
て
い
る

ほ
か
︑
現
時
点
で
は
中
国
人

１
人
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
２

人
と
の
面
接
を
行
い
ま
し
た
︒

ベ
ト
ナ
ム
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
滑
川
福
田
セ
ン
タ
ー
で

の
新
人
研
修
︑
営
業
所
で
の

同
乗
研
修
を
経
て
︑
現
在
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の

配
送
に
従
事
し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

︱
︱
特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
受
け
入
れ
に
向
け
た
、

今
後
の
方
向
性
は
。

　

日
本
で
働
い
た
経
験
の
な

い
外
国
人
を
海
外
で
採
用
し

た
場
合
︑
出
入
国
在
留
管
理

庁
に
よ
る
審
査
や
外
免
切
替

等
に
よ
る
日
本
運
転
免
許
の

取
得
に
時
間
を
要
す
る
た

め
︑
当
社
で
は
外
国
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
に
あ
た

イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
を
検
討

し
て
い
る
事
業
者
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
。

　

我
が
国
の
物
流
を
持
続
性

の
高
い
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
自
社
の
中
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

外
国
人
の
方
々
に
も
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
き
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
働
い
て
い
た
だ
く
こ

と
で
︑
多
く
の
運
送
事
業
者

が
長
年
に
わ
た
っ
て
直
面
し

て
き
た
労
働
力
不
足
の
解
消

が
期
待
で
き
ま
す
︒

　

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
の
受
け
入
れ
を
考
え
て

い
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
︑

外
国
人
に
と
っ
て
も
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
憧
れ
の
業

界
に
し
て
い
く
﹂
た
め
に
︑

教
育
施
設
の
整
備
や
従
業
員

の
待
遇
改
善
︑
福
利
厚
生
の

充
実
な
ど
︑
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒

外
国
人
に
限
ら
ず
︑
誰
も
が

働
き
が
い
を
も
ち
な
が
ら
働

く
こ
と
の
で
き
る
会
社
に
し

て
い
く
こ
と
が
︑
労
働
力
不

足
解
消
へ
の
第
一
歩
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

強
い
熱
意
が
︑
採
用
の
決
め

手
と
な
り
ま
し
た
︒

開
始
以
前
か
ら
︑
従
業
員
の

育
成
制
度
の
整
備
や
待
遇
の

改
善
︑
福
利
厚
生
の
充
実
な

ど
︑
従
業
員
が
安
心
し
て
誇

り
を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
︑
誰
も
が

働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

憧
れ
の
業
界
に
す
る
﹂
と
い

う
当
社
の
理
念
に
沿
っ
た
取

り
組
み
で
す
︒
そ
う
し
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑

当
社
で
は
実
技
と
座
学
で
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
を
基
礎
か
ら

学
べ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
専
用
研

修
施
設
﹁
滑
川
福
田
セ
ン
タ

ー
﹂（
埼
玉
県
滑
川
町
）
を

開
設
し
︑
業
界
未
経
験
ド
ラ

イ
バ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
︒

　

周
さ
ん
は
入
社
後
︑
ま
ず

同
セ
ン
タ
ー
で
３
泊
４
日
の

新
人
研
修
を
受
講
し
︑
そ
の

後
︑東
松
山
石
橋
営
業
所（
同

東
松
山
市
）
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
︒
営
業
所
配
属
後
︑
通

常
で
は
２
週
間
ほ
ど
の
同
乗

研
修
を
経
た
上
で
単
独
で
の

乗
務
と
な
り
ま
す
が
︑
周
さ

ん
の
場
合
は
︑
日
本
の
地
理

や
交
通
事
情
︑
さ
ら
に
荷
扱

い
の
習
熟
に
時
間
を
か
け
る

︱
︱
普
段
の
乗
務
の
中
で
注

意
し
て
い
る
こ
と
は
。

　

食
品
輸
送
で
は
︑
丁
寧
な

運
転
操
作
を
行
っ
て
い
な
け

れ
ば
︑
輸
送
中
に
形
が
崩
れ

た
り
壊
れ
た
り
し
て
し
ま
う

も
の
も
あ
り
ま
す
︒
そ
の
た

め
︑日
々
安
全
運
転
に
努
め
︑

特
に
左
折
時
や
一
時
停
止
な

ど
の
際
に
は
注
意
深
く
運
転

操
作
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
消
費
者
が
口
に
す

る
も
の
を
運
ぶ
た
め
︑
衛
生

的
な
輸
送
環
境
の
確
保
も
重

要
で
す
︒
高
品
質
な
輸
送
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
︑

荷
主
だ
け
で
は
な
く
消
費
者

の
た
め
に
も
な
る
と
考
え
︑

日
々
の
乗
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
︒

　

一
人
で
運
転
や
配
送
を
行

う
の
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
︑
安
全
を
第
一
に
︑

焦
っ
た
り
無
理
を
し
た
り
し

な
い
で
︑
交
通
法
規
を
遵
守

し
な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕

事
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒

︱
︱
今
後
の
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

私
は
日
本
が
大
好
き
で

す
︒
将
来
は
︑
中
国
で
暮
ら

す
家
族
を
日
本
に
連
れ
て
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
点
が
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

　

乗
務
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
行
き
︑
日
本
の
景

色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
す
︒

井上　健
人財本部

採用育成グループ長
特定技能外国人ドライバー第1号となった周さんは、地場の食料品輸送に日々あ
たっている

第
1
回

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社
（
埼
玉
県
）

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
早
期
就
労
実
現
に
向
け
て

国
内
在
住
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
注
力

「
外
国
人
だ
か
ら
」
と
特
別
視
せ
ず
に

親
身
に
接
す
る
こ
と
で
会
社
へ
の
愛
着
心
育
む

我
が
国
の
物
流
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に

必
要
と
な
る
「
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

　
生
産
性
向
上
や
国
内
労
働
力
の
確
保
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
も
、
な
お
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
産
業
分
野
に
お
い
て
、
一
定
の
専
門
性

・
技
能
を
有
し
、
即
戦
力
と
な
る
外
国
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
就
労
を
目
的
と
し

た
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
動
車
運
送
業
分
野
に
お
い

て
は
令
和
６
年
以
降
、「
特
定
技
能
１
号

評
価
試
験
」
に
合
格
し
た
外
国
人
の
受
け

入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
特
定
技
能

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
物
流
の
最
前
線
で

活
躍
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
特
定
技
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
運
送

事
業
者
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

採
用
担
当
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
ア

サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
同
社
人
財
本
部
採
用
育

成
グ
ル
ー
プ
の
井
上
健
グ
ル
ー
プ
長
に
聞

き
ま
し
た
。

細
心
の
注
意
が
求
め
ら
れ
る
食
品
輸
送

細
心
の
注
意
が
求
め
ら
れ
る
食
品
輸
送

交
通
法
規
を
遵
守
し
安
全
第
一を
心
が
け
る

交
通
法
規
を
遵
守
し
安
全
第
一を
心
が
け
る

特
定
技
能
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

周し
ゅ
う

　
鴻こ

う
た
く澤

さ
ん
　（
中
国
出
身
）

同
僚
の
日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
楽
し
そ

う
に
会
話
を
交
わ
す
周
さ
ん
（
中
央
）

業
務
前
点
呼
で

は
、
運
行
管
理
者

が
周
さ
ん
に
対
し

て
積
極
的
に
声
か

け
す
る
よ
う
に
し

て
い
る

周
さ
ん
は
、
日
本
の

交
通
法
規
を
遵
守
し

な
が
ら
、
安
全
第
一

で
毎
日
の
輸
送
を
こ

な
し
て
い
る

外
国
人
受
け
入
れ
を
通
じ
て
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

幅
広
い
人
材
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

シリーズ　特定技能外国人ドライバー受入事業者特集

特定技能外国人が活躍できるトラック運送業界を目指して特定技能外国人が活躍できるトラック運送業界を目指して
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